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二
〇
一
二
年
度
農
林
水
産
予
算
案
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
と
あ
わ
せ
て
、「
食
と
農

林
漁
業
の
再
生
」
を
旗
印
に
し
て
編
成
さ
れ
た
。

そ
の
要
と
な
る
の
が
「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）
づ
く
り
で
あ
る
（
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
五
〇
市
町
村
で
は
「
経
営
再
開
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」）。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
五
年
後
、
一
〇
年
後
の
展
望
が
描
け

な
い
集
落
・
地
域
が
増
え
て
い
る
と
し
て
、「
人
と
農
地
の
問
題
」

を
解
決
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
を
集
落
・
地
域
の
話
し
合
い
に
よ
っ

て
作
成
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
経
営
が
中
心

に
な
っ
て
地
域
農
業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
か
。
中
心
に
な
る
経

営
に
ど
の
よ
う
に
農
地
の
利
用
を
集
め
て
い
く
の
か
。
ど
の
よ
う

に
し
て
青
年
就
農
者
を
地
域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
の
か
。
―
―
こ

う
し
た
こ
と
を
話
し
合
っ
て
、
地
域
農
業
の
将
来
を
プ
ラ
ン
と
し

て
描
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
地
域
農
業

づ
く
り
の
手
法
で
は
あ
る
が
、
農
水
省
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
実
効
を
あ
げ
る
た
め
の
手
だ
て
を
準
備
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
に
農
地
集
積
に
協
力
す

る
者
（
農
地
の
出
し
手
）
に
農
地
集
積
協
力
金
を
一
戸
あ
た
り
三

〇
万
〜
七
〇
万
円
交
付
す
る
と
い
う
も
の
。

も
う
ひ
と
つ
が
、
原
則
四
五
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に
対
し
、

農
業
研
修
期
間
か
ら
経
営
が
定
着
す
る
ま
で
の
最
長
七
年
間
、「
青

年
就
農
給
付
金
」（
年
間
一
五
〇
万
円
）
を
給
付
す
る
も
の
だ
。

青
年
就
農
給
付
金
に
は
、﹇
準
備
型
﹈
と
﹇
経
営
開
始
型
﹈
の
二

つ
が
あ
る
。﹇
準
備
型
﹈
は
、
就
農
予
定
時
に
四
五
歳
未
満
の
者
が

県
立
農
業
大
学
校
や
先
進
農
家
・
農
業
法
人
な
ど
で
独
立
・
自
営

就
農
や
農
業
法
人
へ
の
雇
用
就
農
の
た
め
に
農
業
研
修
を
お
こ
な

う
場
合
、一
〜
二
年
間
、年
間
一
五
〇
万
円
を
給
付
す
る
も
の
。﹇
経

営
開
始
型
﹈
は
、
原
則
四
五
歳
未
満
の
者
が
独
立
・
自
営
就
農
す

る
場
合
、
農
業
を
は
じ
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
最
長
五

年
間
、
年
間
一
五
〇
万
円
を
給
付
す
る
も
の
。

青
年
就
農
給
付
金
﹇
経
営
開
始
型
﹈
の
給
付
を
受
け
る
者
は
、

前
述
し
た
よ
う
な
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」（
も
し
く
は
「
経
営
再
開

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
。
親
元
で
就
農
す
る
場
合
も
、
親
の
経
営
に
従
事
し
て
か
ら

五
年
以
内
に
経
営
を
継
承
す
る
場
合
や
、
親
の
経
営
と
は
独
立
し

た
部
門
の
経
営
を
お
こ
な
う
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら
給
付
の

対
象
に
な
る
。
ま
た
、
夫
婦
で
就
農
す
る
場
合
は
、
家
族
経
営
協

定
や
経
営
資
源
の
共
有
な
ど
で
共
同
経
営
者
で
あ
る
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
い
れ
ば
、
一
・
五
人
分
が
給
付
さ
れ
る
。
複
数
の
新
規

就
農
者
が
法
人
を
新
設
し
て
共
同
経
営
を
お
こ
な
う
場
合
は
、
人

数
分
が
法
人
に
給
付
さ
れ
る
。

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー「
新
規
就
農
者（
新
規
参
入
者
）

青
年
就
農
給
付
金
と
そ
の
意
義

������������������������� 農村と都市をむすぶ２０１２．２

２



実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
農
業
を
は
じ
め
て
か
ら
経
営
が
定
着
す

る
ま
で
に
最
短
で
も
三
〜
五
年
か
か
っ
て
い
る
。
新
規
参
入
し
て

独
立
自
営
の
農
業
を
は
じ
め
た
場
合
、
農
業
所
得
で
生
計
が
成
り

立
っ
て
い
る
者
の
割
合
は
、
農
業
開
始
か
ら
五
年
以
上
た
っ
て
い

る
者
で
も
、
北
海
道
で
五
六
％
、
都
府
県
で
は
四
〇
％
で
あ
る（
二

〇
一
〇
年
度
調
査
）。こ
う
し
た
新
規
就
農
者
の
実
態
か
ら
す
る

と
、
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の
最
長
五
年
間
（
前
年
度
の
農
業
所

得
が
二
五
〇
万
円
以
上
に
な
る
と
給
付
を
打
ち
切
り
）
の
青
年
就

農
給
付
金
の
意
義
は
大
き
い
。

農
水
省
が
新
規
就
農
対
策
に
手
を
染
め
始
め
た
の
は
、
一
九
八

七
年
の
新
規
就
農
ガ
イ
ド
事
業
か
ら
で
あ
る
。
主
と
し
て
新
規
参

入
希
望
者
に
対
す
る
初
の
相
談
窓
口
設
置
で
あ
っ
た
。
新
規
就
農

対
策
の
本
格
的
な
開
始
は
、
九
五
年
青
年
就
農
促
進
法
に
よ
る
就

農
支
援
資
金
制
度
か
ら
で
あ
っ
た
。
就
農
支
援
資
金
と
い
っ
て

も
、
当
初
は
技
術
修
得
の
た
め
に
必
要
な
研
修
資
金
を
研
修
期
間

中
の
二
年
間
、
月
額
一
五
万
円
を
無
利
子
融
資
す
る
研
修
資
金
が

主
で
あ
っ
た
。
経
営
開
始
の
と
き
に
必
要
な
機
械
・
施
設
・
家
畜

の
購
入
費
な
ど
初
期
投
資
に
必
要
な
資
金
制
度
は
、
九
八
年
度
か

ら
就
農
施
設
等
資
金
（
無
利
子
）
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
。

当
時
、
農
業
・
農
民
団
体
は
、
新
規
就
農
者
に
は
技
術
習
得
研

修
と
と
も
に
経
営
開
始
の
た
め
の
初
期
投
資
が
相
当
額
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
資
金
融
資
で
は
な
く
、
資
金
の
給
付
を
求
め
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
長
く
青
年
農
業
者
就
農
助
成
金
が
制
度
化
さ
れ

て
お
り
、
農
業
近
代
化
法
改
正
で
そ
の
青
年
就
農
促
進
対
策
が
強

化
さ
れ
、
青
年
就
農
促
進
憲
章
が
い
わ
ば
「
社
会
契
約
」
の
か
た

ち
で
制
定
さ
れ
た
り
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
青
年

就
農
助
成
金
は
、
給
付
対
象
が
青
年
農
業
経
営
者
で
あ
り
、
経
営

の
開
始
か
ら
定
着
ま
で
の
投
資
を
支
援
す
る
性
格
を
も
っ
て
い

る
。
そ
の
助
成
根
拠
は
、
農
業
経
営
の
確
立
を
促
進
す
る
こ
と
と

と
も
に
、
農
業
経
営
を
持
続
す
る
こ
と
が
環
境
保
全
な
ど
の
多
面

的
な
機
能
を
発
揮
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
「
社
会
的
な

評
価
」
で
あ
る
。

農
水
省
の
就
農
対
策
は
、
厚
労
省
の
雇
用
・
就
労
対
策
と
協
力

連
携
を
強
め
、
現
在
で
は
、
農
業
法
人
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
農
業

実
践
研
修
を
お
こ
な
う「
農
」の
雇
用
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
農
」
の
雇
用
事
業
は
、
農
業
法
人
と
雇
用
契
約
を
結
ん
で
実
践

研
修
を
お
こ
な
う
者
一
人
あ
た
り
月
額
九
・
七
万
円
の
研
修
経
費

一
部
助
成
を
雇
用
者
側
の
農
業
法
人
に
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

青
年
就
農
給
付
金
は
、
農
水
省
の
就
農
対
策
の
経
過
か
ら
し
て

も
画
期
的
な
事
業
と
い
え
る
。
気
に
な
る
点
は
、
給
付
金
（
年
間

一
五
〇
万
円
）
の
算
定
が
〈
最
低
賃
金
約
八
二
〇
円
×
一
八
〇
〇

時
間
〉
と
、
所
得
補
償
的
な
性
格
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
相
当
額

の
初
期
投
資
が
必
要
な
大
規
模
な
土
地
利
用
型
農
業
や
酪
農
・
畜

産
経
営
へ
の
就
農
促
進
の
た
め
に
は
、
別
の
投
資
支
援
措
置
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

（
Ｋ
Ｙ
）
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一
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
特
徴

福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
管
政
権
の
置
き
土
産
と
も
い
う
べ
き
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
」
も
昨
年
八
月
二
六
日
に
成
立
し
、
二
〇
一
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
特
徴
は
、
①
従
来
の
太
陽
光
だ
け
で
は
な
く
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力
、
地
熱
、
水
力
（
中
小
規
模
）
を
含

め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
を
対
象
と
し
た
点
、
②
固
定
価
格
で
長
期
間
電
力
会
社
が
買
い
取
る
義
務
を
持
つ
「
固
定
価
格
買
取
制

度
」（F

eed
－
in
T
ariff

）
で
あ
る
点
、
③
従
来
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
み
で
は
な
く
、
事
業
者
に
よ
る
発
電
を
対
象
と
し
て
い
る
点
、

④
余
剰
電
力
買
取
で
は
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
さ
れ
た
全
て
の
電
力
を
対
象
と
し
た
こ
と
、
⑤
買
取
価
格
や
期
間
の
設
定

は
、
経
済
産
業
省
な
ど
の
審
議
会
で
で
は
な
く
、
国
会
で
の
承
認
が
必
要
な
中
立
的
な
第
三
者
機
関
で
あ
る「
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
」

で
行
う
点
、
⑥
電
力
会
社
が
買
い
取
る
コ
ス
ト
は
、
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
と
し
て
電
力
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
、
電
気
の
利
用
者
全
て
（
個
人
、

事
業
者
）
が
電
気
の
使
用
量
に
応
じ
て
負
担
す
る
が
、
そ
の
際
費
用
負
担
調
整
機
関
を
設
置
し
、
全
国
一
律
の
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
課
す
る

点
、
⑦
電
力
会
社
が
電
気
の
円
滑
な
供
給
に
支
障
が
生
じ
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、
買
取
を
拒
否
で
き
る
点
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
へ
の
期
待
と
危
惧

こ
の
法
律
の
最
大
の
特
徴
は
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力
、
地
熱
、
水
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た

電
力
を
、
政
府
の
定
め
る
価
格
で
一
定
期
間
、
全
量
を
買
い
取
る
こ
と
を
電
力
会
社
に
義
務
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
自
民

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
定
着
・
発
展
の
可
能
性
と
課
題

－

特
集
に
よ
せ
て－

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授

小
林
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党
政
権
下
で
成
立
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
高
度
化
法
」
に
よ
っ
て
太
陽
光
発
電
に
対
し
て
の
み
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
か
ら
固
定

価
格
で
の
買
い
取
り
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
本
年
七
月
か
ら
は
太
陽
光
だ
け
で
は
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
を
対
象
と
し
た
固

定
価
格
買
取
制
度
に
移
行
す
る
。
ま
た
、
従
来
対
象
は
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
発
電
し
た
電
気
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
法
律

の
正
式
名
称
が
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
で
あ
る
よ
う
に
、
事
業
者
が
行
う

大
規
模
な
発
電
に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
点
で
、
産
業
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
従
来
も
固

定
価
格
（
二
〇
一
一
年
度
は
一
ｋ
ｗ
ｈ
あ
た
り
四
二
円
）
で
一
〇
年
間
の
買
い
取
り
を
行
う
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
自
家
消

費
用
に
使
用
し
た
後
の
余
剰
電
力
の
買
い
取
り
で
あ
る
「
余
剰
電
力
買
取
制
度
」
で
あ
っ
た
が
、
特
措
法
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か

ら
作
っ
た
電
気
全
て
を
、
国
が
定
め
た
単
価
（
固
定
価
格
）
で
、
一
定
の
期
間
、
電
力
会
社
が
買
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
と
い
う
点
で

大
き
く
異
な
る
（
た
だ
し
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
余
剰
買
取
制
の
ま
ま
）。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
は
初
期
コ
ス
ト
が
嵩
み
、
ま
た
こ
れ
ま
で
は
電
力
会
社
と
の
相
対
取
引
で
価
格
を
決
め
る
た
め
、
十
分

な
収
益
性
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
事
業
者
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
発
電
事
業
者
は
長
期
に
安
定
的
な
価
格
で
、
発
電
し
た
電
気

を
売
却
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
価
格
と
期
間
の
決
定
は
、
衆
参
両
議
院
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
る
「
調
達
価
格
等

算
定
委
員
会
」
の
意
見
を
尊
重
し
て
毎
年
度
発
電
源
ご
と
に
決
め
る
が
、「
調
達
価
格
は
、
当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
よ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
調
達
期
間
に
わ
た
り
安
定
的
に
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
価
格
」
と
し
て
適
正
な
利
潤
が
確
保
で

き
る
水
準
と
し
、
ま
た
調
達
期
間
は
、「
当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
の
開
始
の
時

か
ら
、
そ
の
供
給
の
開
始
後
最
初
に
行
わ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
重
要
な
部
分
の
更
新
の
時
ま
で
の
標
準
的
な
期
間
を

勘
案
し
て
定
め
る
」
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
設
置
コ
ス
ト
な
ど
の
変
化
に
よ
っ
て
必
要
が
あ
る
場
合
は
半
年
毎
に
決
め
る
こ

と
が
で
き
、
施
行
後
三
年
間
は
買
取
価
格
を
定
め
る
に
当
た
り
、
事
業
者
の
利
潤
に
特
に
配
慮
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
買
い
取
り
コ
ス
ト
は
、
電
気
の
利
用
者
全
て
（
個
人
、
事
業
者
）
が
、
電
気
の
使
用
量
に
応
じ
て
負
担
す
る
が
、
二
つ
の
ケ
ー
ス

で
例
外
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
電
力
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
一
定
基
準
を
上
回
る
場
合
は
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

の
八
割
以
上
が
減
免
さ
れ
る
。
二
つ
目
は
、
東
日
本
大
震
災
で
著
し
い
被
害
を
受
け
た
企
業
や
家
計
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
末
ま
で
は
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
が
請
求
さ
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
に
よ
っ
て
今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
い
く
つ

再生可能エネルギー定着・発展の可能性と課題－特集によせて－ ��������

５



か
の
危
惧
も
あ
る
。
ま
ず
、
本
年
早
々
に
も
決
定
さ
れ
る
と
い
う
固
定
価
格
の
水
準
と
期
間
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ

の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
初
案
を
修
正
し
て
設
置
が
決
ま
っ
た
衆
参
両
院
で
委
員
が
承
認
さ
れ
る
「
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
委
員
」

の
役
割
が
大
き
い
。
し
か
し
、
昨
年
一
一
月
一
七
日
の
議
院
運
営
委
員
会
両
院
合
同
代
表
者
会
議
で
提
示
さ
れ
た
委
員
は
、
全
五
名
の
う

ち
三
名
ま
で
が
法
案
の
成
立
や
固
定
価
格
買
取
制
度
に
否
定
的
だ
っ
た
り
、
直
接
の
利
害
関
係
者
で
あ
っ
た
り
し
て
き
た
人
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進
す
る
よ
う
な
価
格
や
期
間
の
設
定
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
の
危
惧
が
広
が
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
人
事
案
は
、
結
局
昨
年
末
の
国
会
で
不
採
択
に
な
っ
た
が
、
年
明
け
早
々
に
も
決
ま
る
と
さ
れ
て
い
た
価
格
と
期
間
の

決
定
見
通
し
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
参
入
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
も
事
業
計
画
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
電
力
会
社
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
さ
れ
た
電
力
の
買
い
取
り
を
拒
否
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
電
気
の
円
滑

な
供
給
の
確
保
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
電
力
の
買
取
を
拒
否
で
き
る
」
と
例
外
条
項
を
設
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
太

陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
供
給
が
不
安
定
な
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
電
力
会
社
が
例
外
条
項
を

理
由
に
買
電
に
消
極
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
、
買
い
取
り
対
象
の
設
備
や
方
法
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
よ

る
認
定
が
必
要
で
あ
り
、「
安
定
的
か
つ
効
率
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
発
電
を
行
う
設
備
で
あ
る
」
か
ど
う
か
の
点
か
ら

評
価
さ
れ
、
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
買
取
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
は
今
後
の
運
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
促
進
さ
せ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
抑
制
的
に
も
働
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

三
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展
の
た
め
に

日
本
に
お
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
原
油
価
格
高
騰
時
に
風
力
や
太
陽
光
発
電

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
以
降
、
何
度
か
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
常
に
一
過
的
な
「
ブ
ー
ム
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
研
究
開

発
投
資
も
含
め
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
位
置
づ
け
て
来
な
か
っ
た
自
民
党
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
電
力
会
社
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
「
汚
い
」
も
の
と
す
る
一
方
で
、
原
子
力
発
電
を
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
と
主
張
し
続
け
て
き
た
。

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇
九
）
の
中
で
、「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
供
給
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
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の
割
合
を
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
一
〇
％
程
度
の
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
」
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
プ
ロ
ト
コ
ル
の
約
束
達
成
も

あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
視
の
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
ち
な
み
に
固
定
価
格
買
取
制
度
導
入
も
、
こ
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
一
項

目
で
あ
る
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
二
〇
一
〇
年
六
月
一
八
日
）
で
も
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
比
率
を
現

状
の
三
四
％
か
ら
約
七
〇
％
に
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
が
、「
原
子
力
の
新
増
設
（
少
な
く
と
も
一
四
基
以
上
）
及
び
設
備
利
用
率
の
引

き
上
げ
（
約
九
〇
％
）
・
・
・
が
前
提
」
と
し
て
お
り
、
実
際
に
は
原
子
力
発
電
が
五
〇
％
を
占
め
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

比
率
は
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
を
踏
ま
え
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
視
政
策
が
本
物
か
ど
う
か
を
検
証
す

る
試
金
石
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
行
方
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
基
本
計
画
で
「
原
子
力
は
、
供
給
安
定
性
・
環
境
適
合
性
・
経
済
効
率
性
を
同
時
に
満
た
す
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。」

と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
中
心
に
据
え
、
原
子
力
発
電
所
の
「
新
増
設
の
推
進
、
設
備
利
用
率
の
向
上
等
に
よ
り
、
積
極
的
な
利
用
拡

大
を
図
る
」
と
し
た
こ
と
を
、「
安
全
の
確
保
を
大
前
提
と
し
て
、
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
つ
つ
」
行
う
こ
と
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故

で
困
難
に
な
っ
た
現
時
点
で
、
ど
の
様
に
原
子
力
発
電
を
見
直
す
の
か
も
問
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

本
特
集
で
は
、
以
上
の
現
状
を
踏
ま
え
、
ま
ず
元
環
境
副
大
臣
、
前
民
主
党
環
境
部
門
会
議
座
長
で
あ
る
田
島
一
成
衆
議
院
議
員
か
ら
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
民
主
党
環
境
部
門
会
議
で
の
議
論
を
中
心
に
論
述
し
て
い
た
だ
い

た
。
次
に
日
引
聡
国
立
環
境
研
究
所
社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
環
境
経
済
政
策
研
究
室
長
か
ら
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現

状
と
政
策
課
題
」
と
題
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
政
策
課
題
を
俯
瞰
し
て
い
た
だ
く
。
さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
電
力
の
一
八
％
を
占
め
、
二
〇
二
〇
年
に
は
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
〇
％
を
賄
う
と
予
想
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
地
で
あ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
情
に
つ
い
て
、
淡
路
和
則
名
古
屋
大
学
准
教
授
（
ド
イ
ツ
）、ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
食

料
資
源
経
済
学
研
究
所
主
席
研
究
員
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
か
ら
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。
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１
、
は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
東

北
・
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
域
を
中
心
と
し
た
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
引
き
起
こ
し
、
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
で
は
大
規
模
な
原
子
力
事
故
を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

被
害
は
多
く
の
人
々
に
精
神
的
、
肉
体
的
、
経
済
的
な
苦
痛
を
与

え
続
け
て
お
り
、
大
規
模
発
電
所
で
あ
る
原
子
力
発
電
所
の
被
災

・
事
故
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
に
加
え
、
防
災
拠
点

や
医
療
機
関
な
ど
の
重
要
拠
点
も
含
め
、
広
範
な
地
域
で
一
斉
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
力
が
不
足
し
、
国
民
生
活
や
産
業
活
動
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
政
府
は
、
新
成
長
戦
略
実
現
会
議
の
も
と
に
設
置
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
（
議
長：

古
川
元
久
国
家
戦
略
担
当

大
臣
）
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
歪
み
・

脆
弱
性
を
是
正
し
、
安
全
・
安
定
供
給
・
効
率
・
環
境
の
要
請
に

応
え
る
短
期
・
中
期
・
長
期
か
ら
な
る
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
戦
略
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度

は
下
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
確
保
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
会
議
に
お
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
関
す
る
新
た
な
ベ
ス

ト
・
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
を
提
示
す
べ
き
具
体
的
方
向
性
の
一
番
目

に
掲
げ
て
い
ま
す
�
。

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
短
期
的
に
は
化
石
燃
料
へ
の
依

存
度
が
高
く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
化
石
燃
料
へ
の

依
存
は
、
地
球
温
暖
化
の
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、

国
富
の
流
出
や
価
格
高
騰
リ
ス
ク
と
い
う
点
で
も
大
き
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
実
際
、
化
石
燃
料
単
価
の
上
昇
に
よ
り
、
東
京
電
力

管
内
で
は
標
準
家
庭
の
電
気
料
金
が
二
〇
一
一
年
二
月
か
ら
一
二

月
に
か
け
て
月
額
六
六
三
円
上
昇
し
、
六
、
八
九
七
円
に
な
る
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

〜
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
民
主
党
環
境
部
門
会
議
で
の
議
論
〜

元
環
境
副
大
臣
・
前
民
主
党
環
境
部
門
会
議
座
長

衆
議
院
議
員

田
島

一
成

農村と都市をむすぶ２０１２．２
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の
発
表
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
上
昇
幅
は
、
二
〇
一
一
年
八

月
に
成
立
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
（
電
気
事
業

者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措

置
法
）の
法
案
審
議
過
程
に
お
い
て
、
固
定
価
格
買
取
制
度（F

eed

－
In
－
T
ariff

）
の
導
入
に
よ
り
、
標
準
家
庭
の
電
気
料
金
が
一

〇
年
間
で
一
五
〇
〜
二
〇
〇
円
程
度
上
昇
す
る
こ
と
の
経
済
的
影

響
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
金
額
の
三
〜
四

倍
、
ス
ピ
ー
ド
は
四
〇
〜
六
〇
倍
と
い
う
強
烈
な
も
の
で
す
。【
図

１
及
び
図
２
】

そ
こ
で
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
施
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け
た
道
筋
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
、
私
が
座
長
を
務
め
た
民
主
党
環
境
部
門
会
議

の
下
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム（
座
長：

大
谷
信
盛
衆
議
院
議
員
）を
設
置
し
、東
日
本
大
震
災
後
、合
計
一

七
回
に
わ
た
り
、関
係
分
野
の
学
識
者
、専
門
家
の
意
見
を
伺
い
、

ま
た
、
現
地
を
視
察
し
、
議
論
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
本
稿
で

は
、
こ
う
し
た
議
論
の
結
果
を
整
理
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

２
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、「
自
然
環
境
の
中
で
繰
り
返
し
起
こ

る
現
象
か
ら
取
り
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
称
」
で
あ
り
基
本
的
に

枯
渇
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
般
の
東
日
本
大
震
災

で
も
実
証
さ
れ
た
よ
う
に
風
車
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
施
設
自

図１ 我が国の化石燃料輸入額の推移

（出典：２０１１年７月１１日中央環境審議会地球環境部会 資料２
http : //www.env.go.jp/council/06earth/y060－93/mat02.pdf）
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身
が
災
害
に
強
く
、
分
散
型
供
給
体
制
の
構
築
に
よ
り
、
非
常
時

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の
広
範
な
崩
壊
を
回
避
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
規
模
発
電
所
は
、
原
子
力
発
電
所
は
も
と
よ
り
火
力

発
電
所
に
つ
い
て
も
設
置
に
向
け
た
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
も
の

で
す
が
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
は
相
対
的
に
は
短
期
間
で
の

運
転
開
始
が
可
能
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
世
界
的
に
見
て
も
急
成
長
し

て
い
る
産
業
分
野
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
の
世
界
全
体
の
投
資
額

は
二
、四
三
〇
億
ド
ル
に
の
ぼ
り（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
調
べ
）、

こ
の
五
年
間
で
約
四
倍
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
は
、
従
来
の
火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
に
比
し

て
雇
用
創
出
効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ

で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の

就
業
者
は
三
七
万
人
に
及
ん
で
い
ま
す
（
二
〇
〇
四
年
比
二
一
万

人
増
、
ド
イ
ツ
連
邦
環
境
省
調
べ
）。こ
の
よ
う
な
経
済
活
性
効

果
、
雇
用
創
出
効
果
は
、
被
災
地
域
、
さ
ら
に
は
我
が
国
の
復
興

を
牽
引
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
も
大
き
く
期
待
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
逆
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
諸
外
国
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
中
、
我
が
国
の
遅
れ
が
決
定

的
な
も
の
に
な
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
自
体
は
海
外
に
依
存
し
な

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
こ
れ
を
活
用
す
る
技
術
や
機
器
は

海
外
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。【
図
３
】

一
方
、
火
力
発
電
は
コ
ス
ト
の
大
部
分
を
燃
料
費
が
占
め
る
た

め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
産
油
国
等
に
流
出
す
る
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
に
よ
れ
ば
、
現

行
の
化
石
燃
料
価
格
を
前
提
と
し
て
も
、
新
規
原
発
等
に
期
待
し

て
い
た
電
力
量
の
全
て
を
火
力
で
代
替
す
る
場
合
は
、
化
石
燃
料

費
用
と
い
う
形
で
国
富
が
流
出
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
累
計
一
二
兆
円
、
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
累
計
四
九
兆
円
押
し
下

げ
る
の
に
対
し
て
、
新
規
原
発
等
に
期
待
し
て
い
た
電
力
量
の
半

分
を
風
力
発
電
で
代
替
す
る
場
合
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
累
計
五
兆
円
押
し
上
げ
、
二
〇
四
〇
年
ま
で
で
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

図２ 原油価格の見通し

（出典：IEA Energy Outlook2010）
※ 図は現行政策シナリオに基づくもの
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押
し
下
げ
は
累
計
一
四
兆
円
に
留
ま
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
�
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
現
状
で
は
発
電
電
力
量
の
約
一
割

（
八
七
〇
億
ｋ
ｗ
ｈ
）
し
か
賄
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
大
部
分
は
水

力
発
電
（
七
六
〇
億
ｋ
ｗ
ｈ
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
太
陽
光
発

電
、
風
力
発
電
、
地
熱
発
電
等
は
一
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
環
境
省
が
二
〇
一
一
年

四
月
に
公
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
に
も
膨
大
な
導

入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
�
、
こ
の
恵
み
を
十
分
享
受
で
き
る
よ

う
、
政
治
主
導
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
制
度
を
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

３
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
の
た
め
の

基
本
的
施
策

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
る
た
め
、
既
に
各
国
で

は
多
様
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
最
も
効
果

的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
固
定
価
格
買
取
制
度
で
あ
り
、
二
〇
一

〇
年
初
頭
ま
で
に
少
な
く
と
も
七
五
の
国
と
地
域
が
導
入
し（
Ｒ

Ｅ
Ｎ
２１
調
べ
）、我
が
国
に
お
い
て
も
二
〇
一
一
年
八
月
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が
全
会
一
致
で
成
立
し
た
と
こ
ろ
で

す
�
。

今
後
、
買
取
価
格
及
び
買
取
期
間
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
種
類
、
設
置
形
態
、
規
模
に
応
じ
て
、
ま
た
、
経
済
産

業
大
臣
が
関
係
大
臣
（
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境

図３ ２０１０年におけるＧ２０各国の再生可能エネルギーへの投資額

（出典：The Pew Charitable Trusts）
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大
臣
、
消
費
者
担
当
大
臣
）
に
協
議
・
意
見
聴
取
し
た
上
で
、
中

立
的
な
第
三
者
委
員
会
（
委
員
は
国
会
の
同
意
を
得
た
上
で
任

命
）
の
意
見
を
聴
い
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
化
石
燃
料
の
中
長
期
の

価
格
動
向
や
経
済
活
性
効
果
、
雇
用
創
出
効
果
等
も
吟
味
す
る
必

要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
分
析
を
急
ぎ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
拡
大
に
資
す
る
よ
う
な
実
効
性
の
あ
る
制
度
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け
て
、
施
設

の
設
置
や
系
統
へ
の
接
続
の
際
に
必
要
な
手
続
き
等
の
見
直
し
、

電
力
会
社
に
よ
る
系
統
接
続
義
務
の
徹
底
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
源
の
優
先
給
電
ル
ー
ル
の
確
保
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の

た
め
の
検
討
も
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け
て
は
、

導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
が
天
候

等
に
依
存
し
、
電
力
需
要
の
変
化
に
対
応
し
た
発
電
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
ど
の
地
域
で
ど

の
程
度
の
系
統
へ
の
接
続
が
可
能
か
、
さ
ら
に
こ
の
障
壁
を
超
え

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
系
統
強
化
措
置
が
必
要
か
を
明
ら
か
に
し

つ
つ
、
復
興
特
区
制
度
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定
程

度
の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
も「
地

球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
を
一
刻
も
早
く
導
入
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

４
、
早
急
に
検
討
、
実
施
す
べ
き
施
策

①

電
力
連
系
の
強
化

風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
東
北

地
方
と
電
力
需
要
が
大
き
い
関
東
地
方
を
一
体
的
に
運
用
す
る
仕

組
み
が
な
く
、
こ
の
こ
と
が
風
力
発
電
の
導
入
の
大
き
な
制
限
要

素
と
な
っ
て
い
ま
す
�
。
北
海
道
電
力
、
東
北
電
力
及
び
東
京
電

力
は
、
三
社
で
協
調
し
て
運
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
間
連

系
線
を
活
用
し
て
、
風
力
発
電
導
入
拡
大
に
向
け
た
実
証
試
験
を

行
う
こ
と
を
発
表
�
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
異
な
る
電
力

会
社
間
の
連
系
強
化
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
般
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
踏
ま
え
る
と
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
な
ら
ず
、
各
需
要
家
が
所
有
す
る
分
散
型

発
電
シ
ス
テ
ム
も
有
機
的
に
系
統
に
接
続
し
、
災
害
に
強
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
体
制
に
作
り
替
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
必
要
な

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
国
が
直
接
、
あ
る
い
は
事
業
者
を
支
援
し
、
計

画
的
に
整
備
す
る
仕
組
み
を
早
急
に
確
立
す
べ
き
で
す
。

②

金
融
な
ど
の
支
援
の
仕
組
み
の
構
築

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ

り
、
事
業
を
進
め
る
上
で
不
確
定
な
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
出

融
資
な
ど
金
融
面
で
の
支
援
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
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ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
施
設
稼
働
後
の
経
済
的
負

担
は
小
さ
い
も
の
の
、
資
源
探
査
や
施
設
設
置
に
か
か
る
経
済
的

負
担
が
大
き
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
こ
う
し
た
特
性
に
応
じ
た

支
援
策
の
構
築
も
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た

東
北
の
復
興

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
極
め
て
大
き
く
、我
が
国

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
大
拠
点
と
な
り
得
る
地
域
で
す
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
復
興
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
得

る
産
業
で
あ
り
、
例
え
ば
太
陽
光
発
電
は
特
許
件
数
ベ
ー
ス
で
見

て
我
が
国
の
優
位
性
が
高
い
産
業
で
あ
り
、
風
力
発
電
の
主
軸
受

や
地
熱
発
電
の
タ
ー
ビ
ン
も
我
が
国
の
世
界
シ
ェ
ア
が
極
め
て
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
風
力
発
電
は
二
万
点
も
の
部
品
か
ら

構
成
さ
れ
る
巨
大
な
装
置
の
組
立
産
業
で
あ
り
、
需
要
の
創
出
に

よ
り
大
き
な
雇
用
創
出
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
東
北
の
貴
重
な
地
域
資
源
と
と
ら

え
、
各
地
域
の
意
向
を
ベ
ー
ス
に
、
税
制
、
財
政
支
援
、
事
業
計

画
の
支
援
、
関
係
企
業
・
研
究
開
発
拠
点
・
認
証
試
験
セ
ン
タ
ー

の
誘
致
・
設
置
等
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
よ
り
集
中
的
に
支
援
し
、
東

北
の
再
興
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
技
術
の
普
及
の
た
め
の
取
り
組

み
の
加
速

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
世
界
各
国
が
高
効
率
化
、
低
コ
ス
ト

化
、
財
政
的
支
援
な
ど
、
普
及
の
た
め
の
様
々
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
成
長
分
野
で
あ
り
、
我
が
国
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

加
速
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
革
新
的
技
術
に
関

す
る
研
究
開
発
か
ら
、
市
場
投
入
が
近
い
技
術
の
実
証
に
よ
る
関

係
制
度
の
検
証
、
初
期
需
要
の
創
出
、
初
期
費
用
負
担
の
軽
減
、

さ
ら
に
は
事
業
リ
ス
ク
の
低
減
ま
で
を
切
れ
目
な
く
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
初
期
費
用
負
担
の
軽
減
、
大
量
需

要
の
創
出
、
研
究
開
発
の
一
層
の
加
速
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
が
重

要
で
す
。

風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
取

り
組
み
、
例
え
ば
風
況
、
落
雷
、
自
然
環
境
等
に
関
す
る
情
報
の

整
備
、
利
害
関
係
者
と
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事

業
地
に
関
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
情
報
の
整
備
に
努
め
、
事
業
者
に
よ

る
適
切
な
立
地
選
定
を
誘
導
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
環
境
保
全

上
の
支
障
の
回
避
、
低
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、

気
象
予
測
と
組
み
合
わ
せ
た
系
統
制
御
・
管
理
シ
ス
テ
ム
や
洋
上

風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
促
進
・
実
用
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
加

速
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
取

り
組
み
、
例
え
ば
石
油
や
金
属
資
源
開
発
と
同
様
の
政
府
出
資
、

債
務
保
証
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は

再生可能エネルギー政策について ����������������������
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温
泉
と
の
共
生
や
傾
斜
掘
削
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど
、
地
熱
発
電
特

有
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
技
術
開
発
も
着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

中
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
る
適
地
の
抽
出
へ
の

支
援
と
装
置
の
標
準
化
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
発
電
系
だ
け
で
な
く
、
熱
利
用
に
関
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
重
要
で
あ
り
、
太
陽
熱
や
地
中
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス（
廃

木
材
等
の
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
藻
類
生
成
油
分
な
ど
）
に
関
す
る
取
り
組
み
（
例

え
ば
初
期
投
資
の
軽
減
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
搬
出
に
関
す
る

支
援
、
研
究
開
発
の
促
進
）
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

５
、
終
わ
り
に

か
つ
て
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
や
厳
し
い
自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
が

我
が
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
や
環
境
技
術
に
つ
い
て
、
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
水
準
ま
で
高
め
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
今
回

の
厳
し
い
制
約
も
将
来
の
成
長
の
糧
と
し
て
活
か
せ
る
よ
う
、

我
々
は
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
結
果
、
国
民
一
人
一
人
が
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至

っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
体
制
に
は
、
防
災
の
視

点
か
ら
地
産
地
消
的
な
要
素
も
相
当
程
度
入
っ
て
く
る
と
見
込
ま

れ
、
地
域
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
選
択
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
産
業
構

造
を
築
い
て
い
く
社
会
へ
と
変
革
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
有
り
様
は
、
東
日
本
大
震
災

以
前
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
つ
つ
、
安
全
・
安
定
供
給
・
効
率
・
環
境
の
要
請
に
応
え
る

適
切
な
絵
姿
を
早
急
に
描
き
、実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
民
主
党
の
環
境
部
門
会
議
に
お
け
る
議
論
で
は
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
の
た
め
に
必
要
な
基
本
的
施
策
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
早
急
に
検
討
、実
施
す
べ
き
施
策
ま
で

言
及
し
提
言
と
し
て
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。今
後
、エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
等
の
議
論
が
深
ま
っ
て
い
く
中
で
、こ
の
提
言
が
適
切
な
絵
姿

を
描
く
た
め
の
一
助
と
な
る
と
考
え
ま
す
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
後
押
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
二
〇
一
一
年
一
一
月
現
在
）

�
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第
一
節

は
じ
め
に

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
が
国
際
的
に
重
要
な
政
策
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
を
促
進
す
る
た
め
の

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
昨
年
、

三
月
に
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た
原
子
力
発
電
所
の
事

故
以
来
、
日
本
で
は
、
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
を
求

め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
対
す
る
期
待
は

大
き
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
化
石
燃
料
を
中
心
と
し
た
従
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
比
べ
て
、
環
境
負
荷
が
小
さ
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
一
方
で
、コ
ス
ト
高
、発
電
の
不
安
定
性
の
問
題
が
あ
る
た
め
、

そ
の
導
入
が
社
会
的
に
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政

府
に
よ
る
政
策
支
援
が
な
け
れ
ば
、
十
分
普
及
し
な
い
。
こ
の
た

め
、
近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
固
定
料
金
買
取（F

eed
－
in
T
ariff

、
以
下
で
は
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
略
称
す
る
）
制
度
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
割
合

基
準
制
度
（R

en
ew
ab
les
P
ortfolio

S
tan
d
ard

、
以
下
で
は

Ｒ
Ｐ
Ｓ
と
略
称
す
る
）
を
導
入
す
る
国
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
二
節
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
状
況
、

及
び
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
策
と
し
て
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
や
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
の
導
入
の
現
状
を
概
観
し
、
三
節
で
は
、
日

本
で
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
全
量
固
定
料
金
買
取
制
度
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
四
節
で
は
、
今
後
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
議
論
す

る
。

第
二
節

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
状
況
と

導
入
促
進
策
の
現
状

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
波
力
、
潮
力
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
政
策
課
題

国
立
環
境
研
究
所
社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

日
引

聡

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科

庫
川

幸
秀

農村と都市をむすぶ２０１２．２ �������������������������

１５



2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

GW

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
い
、

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
地
熱
発
電
な
ど
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
形
態
の
一
つ
で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
時
点
で
、
全
世
界
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
一

三
％
が
伝
統
的
バ
イ
オ
マ
ス
、
三
・
二
％
が
水
力
、
〇
・
七
％
が

風
力
・
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
熱
に
よ
る
発
電
で
あ
り
、
約

一
九
％
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

（
Ｒ
Ｅ
Ｎ
２１（R

en
ew
a
b
le
E
n
erg
y
P
o
licy

N
etw
o
rk
fo
r
th
e

2
1
s
t
C
e
n
tu
r
y

）
、“

R
en
ew
ab
les
2
0
1
1
G
lob
al
S
tatu
s

R
ep
ort”

�
）。こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
水
力
を
除
く
と
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
な
ど

へ
の
依
存
度
は
、
非
常
に
低
い
。
た
だ
、
近
年
、
世
界
で
新
設
さ

れ
る
発
電
所
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
割
合
は
急
速

に
伸
び
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
バ
イ
オ
マ

ス
や
地
熱
は
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な
い
が
、
風
力
発
電
や
太
陽
光

発
電
は
伸
び
て
お
り
、
特
に
風
力
発
電
の
伸
び
は
顕
著
で
あ
る
。

風
力
発
電
の
世
界
全
体
の
導
入
量
は
一
九
・
七
万
メ
ガ
ワ
ッ
ト

で
あ
り
、
太
陽
光
発
電
の
約
五
倍
の
規
模
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
二
〇
一
〇
年
末
時
点
の
風
力
導
入
量
は

〇
・
二
四
万
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
太
陽
光
発
電
導
入
量
は
〇
・
四
万
メ

ガ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
風
力
に
つ
い
て
は
、
最
も
導
入
が
進
ん
で
い

る
中
国
で
は
、
四
万
メ
ガ
ワ
ッ
ト
を
超
え
て
お
り
、
国
の
規
模
の

違
い
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
大
き
な
差
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で

図１ 世界の再生可能エネルギー発電設備容量の推移

（出所）REN２１， “Renewable Global Status Report（２００４～２０１１）”より作成
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は
、
世
界
全
体
の
傾
向
と
は
逆
に
、
風
力
発
電
よ
り
も
太
陽
光
発

電
の
導
入
が
相
対
的
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

世
界
的
に
風
力
発
電
の
導
入
が
太
陽
光
発
電
に
比
べ
て
進
ん
で

い
る
理
由
は
、
太
陽
光
の
発
電
コ
ス
ト
が
四
九
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
な
の
に
対
し
て
、
風
力
の
発
電
コ
ス
ト
が
一
〇
〜
一
四
円
／
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
で
あ
り
、
風
力
発
電
の
方
が
コ
ス
ト
優
位
に
あ
る
こ

と
に
起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
風
力
に
対
す
る
政

策
支
援
が
太
陽
光
に
比
べ
て
十
分
で
な
い
こ
と
が
、
風
力
発
電
の

導
入
が
進
ま
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
住
宅
向
け

の
太
陽
光
発
電
に
対
し
て
は
、
初
期
投
資
に
対
す
る
補
助
金
制
度

が
あ
る
が
、
風
力
発
電
建
設
の
初
期
投
資
へ
の
補
助
金
は
、
現
在

打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
を
対
象

に
し
た
余
剰
電
力
買
取
制
度
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
の
買
い
取

り
価
格
が
四
二
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
あ
る
の
に
対
し
、
風
力
発

電
の
買
い
取
り
価
格
は
平
均
で
一
〇
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
程
度
と

な
っ
て
お
り
、
風
力
の
買
い
取
り
価
格
は
太
陽
光
に
比
べ
て
低
く

設
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
最
も
導
入
量
の
多
い
風
力
発
電
に
つ
い
て
、
国
別
の
動

向
を
見
て
み
る
と
、
上
位
一
〇
ヶ
国
（
中
国
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、

ス
ペ
イ
ン
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、

デ
ン
マ
ー
ク
）
で
累
積
導
入
量
の
八
六
％
を
占
め
、
中
で
も
、
中

国
で
は
、
そ
の
導
入
量
が
米
国
を
越
え
、
最
も
風
力
発
電
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
特
に
、
近
年
、
中
国
で
の
新
規
導
入
が
活
発
で

あ
り
、
二
〇
一
〇
年
に
お
い
て
世
界
全
体
で
新
規
に
導
入
さ
れ
た

風
力
発
電
の
ほ
ぼ
半
分
が
中
国
で
あ
っ
た
（G

W
E
C
,“
G
lob
al

w
in
d
rep
ort
A
n
n
u
al
m
ark
et
u
p
d
ate
2
0
1
0
”

�
）。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
政
策
手
段
に
は
、

設
備
導
入
に
対
す
る
補
助
金
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
な

ど
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
中
で
も
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
政

策
手
段
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
と
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
が
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
に
対
し

て
、
通
常
の
電
気
料
金
よ
り
高
い
料
金
を
設
定
し
て
、
発
電
事
業

者
か
ら
買
い
取
る
制
度
を
い
う
。
こ
の
制
度
を
導
入
し
た
ド
イ
ツ

で
は
、
電
力
総
発
電
量
に
対
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
割

合
が
二
〇
〇
〇
年
に
六
・
三
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
七
年

末
に
は
倍
増
し
、
導
入
促
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
は
、
電
気
事
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
販
売

量
に
応
じ
て
一
定
割
合
以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
量
の
購
入
あ
る
い
は
自
ら
の
発
電
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
電
力
価
格
は
、
政
府
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
市
場

の
需
給
を
反
映
し
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

Ｒ
Ｅ
Ｎ
２１
のR

en
ew
ab
les
2
0
1
1
G
lob
al
S
tatu
s
R
ep
ort

（h
ttp
:
//w
w
w
.ren
2
1
.n
et/P
ortals

/9
7
/d
ocu
m
en
ts
/G
S
R
/

R
E
N
2
1

＿G
S
R
2
0
1
1
.p
d
f

）
に
よ
る
と
、
世
界
九
九
ヶ
国
の
う
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ち
五
七
ヶ
国
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
導
入
し
、
一
七
ヶ
国
で
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制

度
を
導
入
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
導
入
に
比
べ
て
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制

度
の
導
入
が
少
な
い
。

第
三
節

日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
政
策

日
本
で
は
、
現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を
促

進
す
る
た
め
に
、
余
剰
電
力
買
取
制
度
や
電
気
事
業
者
に
よ
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
二
〇
〇
三
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
）
に
基
づ
く
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
七
月
一
日
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
量
買

取
制
度
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
）

こ
の
制
度
は
、
以
下
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
�
。

�

電
気
事
業
者
は
、
そ
の
販
売
量
に
応
じ
て
、
そ
の
一
定
割
合

に
つ
い
て
、
�
自
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
行
う
か
、
�

他
の
事
業
者
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
購
入
す

る
か
、
�
上
記
の
�
及
び
�
で
も
義
務
量
を
達
成
で
き
な
い
事
業

者
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
相
当
量
（
グ
リ
ー
ン
証
書
）」

を
、
過
剰
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
し
た
事
業
者
か
ら
取

得
（
購
入
）
す
る
か
、
の
三
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
義
務
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
一
〇
〇
〇

ｋ
Ｗ
以
下
の
水
力
発
電
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
対
象
と

す
る
。

�

グ
リ
ー
ン
証
書
の
売
買
は
、
排
出
権
取
引
制
度
と
同
様
の
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
証
書

の
価
格
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
一
七
〜
二
二
年
の
証
書

価
格
は
、
五
円
前
後
で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
な
お
、
証
書

と
同
時
に
、
電
力
も
購
入
す
る
場
合
の
価
格
は
、
風
力
で
、
一
〇

〜
一
一
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
水
力
で
、
七
〜
九
円
／
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
、
バ
イ
オ
マ
ス
で
、
八
〜
九
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
前
後
と
な

っ
て
い
る
�
。

上
記
の
制
度
に
よ
る
、
再
生
利
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
利

用
目
標
は
、
平
成
二
三
年
度
で
一
二
八
・
二
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で

あ
り
、
平
成
二
二
年
度
の
一
般
電
気
事
業
者
一
〇
社
の
電
力
量
九

八
七
六
・
七
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
に
対
し
て
一
・
三
％
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
こ
の
制
度
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
促
進

効
果
は
限
定
的
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
余
剰
電
力
買
取
制
度
）

固
定
料
金
買
取
制
度
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
の

み
を
対
象
と
し
た
余
剰
電
力
買
取
制
度
が
、
平
成
二
一
年
一
一
月

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
下
で
は
、
自
宅
な
ど
で
太

陽
光
発
電
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
自
ら
が
使
う
電
気
を
上
回
る

量
を
発
電
し
た
場
合
、
そ
の
余
剰
分
を
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
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42 kWh 40 kWh
40 kWh

り
、
一
定
の
固
定
価
格
で
一
〇
年
間

電
力
会
社
に
売
却
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
平
成
二
三
年
度
の
買
取
価
格
に

つ
い
て
は
、
表
１
を
参
照
）。電
力
会

社
は
、
余
剰
電
力
を
買
い
取
る
た
め

の
資
金
を
、
電
力
価
格
に
太
陽
光
発

電
促
進
付
加
金
（
太
陽
光
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
）
�
と
し
て
上
乗
せ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
徴
収
し
て
い
る
。

（
全
量
買
取
制
度
）

固
定
料
金
買
取
制
度
の
も
う
一
つ

の
形
態
に
、
全
量
買
取
制
度
が
あ

る
。
昨
年
八
月
二
六
日
に
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
法
案
」
が
成
立

し
、
今
年
の
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
、
七
月
一
日
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
量
買
取
制
度
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現

在
、
そ
の
制
度
設
計
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

経
済
産
業
省
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
立

し
、
二
〇
一
〇
年
八
月
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
制

度
の
基
本
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
�
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
以
下
の
よ
う
な
制
度
設
計
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。

�

購
入
対
象
を
太
陽
光
だ
け
で
な
く
、
風
力
、
中
小
水
力
、
地

熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
に
も
広
げ
、
よ
り
広
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
�
。

�

メ
ガ
ソ
ー
ラ
等
の
発
電
事
業
用
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

は
、
全
量
買
取
制
度
を
適
用
し
、
住
宅
等
に
お
け
る
小
規
模
な

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
省
エ
ネ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
の
余
剰
買
取
制
度
を
適
用
す
る
。

�

買
取
価
格
は
、
太
陽
光
発
電
以
外
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
国
際
的
な
価
格
競
争
力
に
配
慮
し

て
、一
五
〜
二
〇
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

�

買
取
期
間
は
、
一
五
年
か
ら
二
〇
年
が
検
討
さ
れ
て
い
る

�

電
力
会
社
は
、
買
取
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
電
力
価
格
に

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
課
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

	

〇
・
五
〜
三
・
四
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
程
度
の
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
が
予
想
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
制
度
設
計
の
結
果
、
�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
三
二
〇
〇
万
〜
三
五
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
程
度
増
加
し
、
�

二
酸
化
炭
素
が
、
二
四
〇
〇
〜
二
九
〇
〇
万
ト
ン
程
度
（
国
内
排

出
量
の
一
・
八
〜
二
・
二
％
程
度
）
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

表１ 平成２３年度買取価格

（出所）資源エネルギー庁http : //www.enecho.meti.go.jp/saiene/kaitori／２３kakaku.html
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れ
て
い
る
。

さ
て
、
全
量
買
取
制
度
と
余
剰
電
力
買
取
制
度
の
違
い
は
な
ん

だ
ろ
う
か
？
。

全
量
買
取
制
度
は
、
余
剰
電
力
買
取
制
度
と
違
い
、
自
家
消
費

と
は
関
係
な
く
、
発
電
し
た
す
べ
て
の
電
気
を
売
電
で
き
る
制
度

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
家
消
費
分
に
つ
い
て
は
通
常
通
り
、

電
力
会
社
か
ら
電
力
を
購
入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
分
に
つ
い
て
は
、
全
量
電
力
会
社
に
売
却
す
る
こ
と
に
な

る
。余

剰
電
力
買
取
制
度
の
場
合
、
太
陽
光
発
電
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
も
、
自
家
消
費
量
が
多
く
、
余
剰
電
力
を
発
生
さ
せ
な
い

発
電
者
に
は
、
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
な
い
。
こ
の
た
め
、
環
境

に
や
さ
し
い
発
電
を
行
っ
て
い
て
も
、
自
家
消
費
量
が
多
く
、
余

剰
電
力
を
発
生
さ
せ
な
い
発
電
者
や
、
余
剰
電
力
を
発
生
さ
せ
た

と
し
て
も
そ
の
量
が
少
な
い
発
電
者
に
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
促
進
す
る
効
果
を
も
た
な
い
、
あ
る
い
は
、
小
さ
い

と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
余
剰
電
力
を
発
生

さ
せ
て
い
る
発
電
者
に
対
し
て
は
、
よ
り
大
き
な
節
電
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
買

取
価
格
が
、
通
常
の
電
力
料
金
の
二
〜
三
倍
程
度
の
価
格
に
設
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
余
剰
電
力
を
発
生
さ
せ
て
い
な
い
発

電
者
に
と
っ
て
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
電
力
を
節
約
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
の
電
力
料
金
で
あ
る
が
、
余
剰
電

力
を
発
生
さ
せ
て
い
る
発
電
者
に
と
っ
て
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の

電
力
を
節
約
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
買
取
価
格
（
通
常
の
電
気
料
金

の
二
〜
三
倍
）
に
等
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
電

力
消
費
を
節
約
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
四
〇
〜
四
二
円
で
売
電
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
全
量
買
取
制
度
の
場
合
、
電
力
の
自
家
消
費
量
に
関
係

な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
に
応
じ
て
、
電
力
料
金

よ
り
高
い
価
格
で
売
却
で
き
る
の
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
電
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
も
し
同
じ
買
取
価
格
を
設
定

す
る
な
ら
、
余
剰
電
力
買
い
取
り
制
度
よ
り
も
大
き
く
な
る
。
た

だ
し
、全
量
買
取
制
度
の
場
合
、余
剰
電
力
買
取
制
度
と
異
な
り
、

節
電
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
弱
い
と
い
う
点
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
全
量
買
取
制
度
の
場
合
、
節
電
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、

消
費
量
を
減
ら
す
こ
と
で
節
約
で
き
る
電
力
料
金
と
等
し
い
。
し

か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
余
剰
電
力
買
取
制
度
の
場
合
、

節
電
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
余
剰
電
力
を
発
生
さ
せ
て
い
な
い

人
は
、
電
力
料
金
と
等
し
い
が
、
余
剰
電
力
を
発
生
さ
せ
て
い
る

人
の
場
合
、
買
取
価
格
と
等
し
く
な
る
の
で
、
一
部
の
電
力
消
費

者
に
よ
り
強
い
節
電
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
。温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
を
減
ら
す
こ
と
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
を
促
進
す
る
の
と
同
等
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
し
た
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が
っ
て
、
余
剰
電
力
買
取
制
度
と
全
量
買
取
制
度
を
比
較
し
た
場

合
、
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
か
一
概
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
す
な
わ
ち
、
余
剰
電
力
買
取
制
度
に
よ
る
節
電
効
果
が
、
全

量
買
取
制
度
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導
入
効
果
を

上
回
る
な
ら
ば
、
余
剰
電
力
買
取
制
度
の
方
が
望
ま
し
く
、
逆
の

場
合
に
、
全
量
買
取
制
度
が
望
ま
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
今
後
、
定
量
的
な
分
析
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
解
明
し

て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
望
ま
し
い
制
度
設
計
を
考
え
る
上
で
重
要

な
視
点
と
な
る
。

第
四
節

今
後
の
検
討
課
題

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
較
し
て

費
用
が
高
い
た
め
に
、
政
策
的
な
支
援
な
し
で
は
、
そ
の
普
及
は

困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
や
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
な
ど
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
そ
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ

う
に
、
他
に
も
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

�

日
本
の
地
熱
発
電
に
適
し
た
地
域
の
八
〇
％
は
、
国
立
公
園

に
あ
る
。
国
立
公
園
は
、
土
地
利
用
を
制
限
す
る
た
め
、
国
立

公
園
で
の
地
熱
発
電
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
地
熱

発
電
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
や
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
だ

け
で
な
く
、
国
立
公
園
法
な
ど
の
法
律
の
改
正
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

�

風
力
発
電
の
場
合
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
土
地
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
特
に
、
住
宅
地
周
辺
の
建
設
は
容
易
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
風
力
発
電
の
場
合
、
低
周
波
騒
音
に
よ
る
健

康
被
害
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
山
間
部

で
建
設
す
る
場
合
、
建
材
の
搬
入
路
を
造
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
場
合
、
工
事
に
伴
っ
て
、
森
林
を
伐
採
す
る
必
要
が
あ
り
、

生
物
多
様
性
保
全
や
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
な
ど
の
観
点
か
ら
別
の
環
境

問
題
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
は
、

風
力
発
電
の
促
進
を
阻
む
可
能
性
が
あ
る
。
風
力
発
電
を
促
進

す
る
場
合
、
他
の
環
境
問
題
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
ど
の
場
所
で
ど
の
程
度
風
力
発
電
を
実
施
し
て
い
い
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
な
政
策
課
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
今
後
、
全
量
買
取
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
だ
け

で
な
く
、
同
時
並
行
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
障
害

に
な
っ
て
い
る
法
律
な
ど
が
存
在
し
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
法
律

を
ど
う
の
よ
う
に
改
正
し
て
い
く
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
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%
2
0
res.p

d
f

か
ら
入
手
で
き
る
。

�

詳
細
は
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.rp
s.g
o.jp
/R
P
S
/n
ew
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ts/top
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参
照
。
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f/ch
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k
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H
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参
照
。

�

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
額
は
、
電
力
会
社
に
よ
っ
て
異
な
り
、
北
海
道
電
力
及
び
北

陸
電
力
は
〇
・
〇
一
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
東
北
電
力
、
東
京
電
力
、
関
西
電
力

は
〇
・
〇
三
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
中
部
電
力
、
中
国
電
力
、
四
国
電
力
、
沖
縄

電
力
は
〇
・
〇
六
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
九
州
電
力
は
〇
・
〇
七
円
／
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
と
な
っ
て
い
る
。

�

詳
細
は
、h

ttp
://w
w
w
.m
eti.g
o.jp
/com

m
ittee/su

m
m
ary
/0
0
0
4
6
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9
/fram
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を
参
照
。

�

全
量
買
取
制
度
が
導
入
さ
れ
た
後
も
、
住
宅
用
太
陽
光
に
関
し
て
は
余
剰
電
力

の
買
取
制
度
が
継
続
さ
れ
る
。
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は
じ
め
に

ド
イ
ツ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
関
連
施
設
投
資
を
誘
発

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
裾
野
が
急
激
に
広
が
っ
た
。

そ
の
な
か
で
、
農
業
・
農
村
と
深
く
関
わ
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
焦
点
を
据
え
て
そ
の
展
開
動
向
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

１

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
位
置

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
構
造
を
み
た
も
の
が
第
１
図
で

あ
る
。
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
石
油
等
鉱
油
の
割
合
は
三
三

・
三
％
、
天
然
ガ
ス
は
二
一
・
九
％
で
あ
り
、
石
炭
、
褐
炭
の
占

め
る
割
合
も
比
較
的
高
く
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
二
三
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
九

・
四
％
と
、
廃
止
の
方
向
が
定
ま
っ
た
原
子
力
と
肩
を
並
べ
る
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
訳
（
第
１
表
）
を
み
る
と
、
熱
が

最
も
多
く
一
二
四
Ｔ
Ｗ
ｈ
、
次
い
で
電
気
一
〇
五
Ｔ
Ｗ
ｈ
、
燃
料

三
五
Ｔ
Ｗ
ｈ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
七
・

〇
％
、
三
九
・
七
％
、
一
三
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
現
在
輸
入
し
て
い
る
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
原
料
の
う
ち
の
七
四
億
ユ
ー
ロ
分
と
代
替
し
て
お
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
国
内
自
給
を
高
め
る
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
が
一

一
六
・
三
万
ト
ン
削
減
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
在
の
シ
ェ
ア
は
一
割
程
度
で

あ
る
が
、
伸
長
の
途
上
に
あ
る
（
第
２
図
）。二
〇
〇
〇
年
以
前
は

四
％
に
満
た
な
か
っ
た
シ
ェ
ア
が
、
こ
の
一
〇
年
で
二
・
八
倍
に

伸
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
割
合
を
一
八
％
に
す
る
目
標
を
立
て
て
い
る
。
つ
ま
り
あ
と

ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状

名
古
屋
大
学
生
命
農
学
研
究
科
准
教
授

淡
路

和
則

農村と都市をむすぶ２０１２．２ �������������������������
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一
〇
年
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
を
現
行
水
準
の
二
倍

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
府
の
公
式
な
目
標
で

あ
る
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
担
う
組
織
の
試
算
に

よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
シ
ェ
ア
を
二
八
％
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
可
能
と
し
て
い
る
。

２

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
経
済
規
模

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
規
模
を
み
て

お
き
た
い
。
供
給
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
上
額
を
示
し
た
も
の
が

第
２
表
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
で
は
、
三
三
三
億

ユ
ー
ロ
（
約
四
兆
円
）
に
相
当
す
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
大
き
い

の
が
太
陽
光
で
あ
り
、
次
い
で
大
き
い
の
が
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ

り
、
両
者
で
七
五
％
を
占
め
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に
必
要
な
投
資
額
を
み
て
も
著

し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
〇
五
年
に
一
〇
六
億

ユ
ー
ロ
だ
っ
た
投
資
額
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
八
六
億
ユ
ー
ロ

第１図 エネルギーの供給構造

第１表 再生可能エネルギーの内訳

������������������ ドイツにおける再生可能エネルギーの現状
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と
五
年
間
で
二
・
五
倍
に
伸
び
て
い
る
（
第
３
図
）。投
資
が
増

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
施
設
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
の
売
上
高
も
増
大
す
る
と
い
う
拡
大
構
造

が
み
て
と
れ
る
。

こ
う
し
た
投
資
が
活
発
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
も
拡

大
す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
製

造
、
販
売
、
施
工
な

ど
の
業
務
に
二
〇
〇

八
年
で
約
二
七
万
八

千
人
が
従
事
し
て
い

る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
そ
の

一
〇
年
前
の
一
九
九

八
年
時
点
と
比
べ
る

と
四
倍
の
伸
び
と
み

ら
れ
て
お
り
、
二
〇

〇
八
年
だ
け
で
も
二

万
八
千
人
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
一
八
％
に
す
る
と
い
う
目
標
年
で
あ

る
二
〇
二
〇
年
に
は
、
五
〇
万
人
の
雇
用
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
国
民
経
済
全
体
に
閉
塞
感
さ
え
あ
る
停
滞
状
態
の
な
か
で
、

成
長
が
期
待
で
き
る
ホ
ッ
ト
な
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
環
境
と
資
源
の
観

点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
社
会
経
済
的
観
点
か
ら
も
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

３

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
伸
長
は
著
し
く
、
今
後
も
拡
大
さ
せ

第２図 再生可能エネルギーのシェアの推移

第２表 再生可能エネルギーの売上高

ドイツにおける再生可能エネルギーの現状 ������������������

２５



る
こ
と
が
政
策
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
重
要
な
柱
と

な
り
今
後
の
進
展
に
お
い
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七

割
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
担
っ
て
い
る
（
第
３
表
）。表
に

は
示
し
て
い
な
い
が
、
電
力
、
熱
、
動
力
燃
料
の
利
用
種
別
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
か
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ

ェ
ア
を
み
る
と
、
電
力
三
〇
％
、
熱
九
二
％
、
動
力
燃
料
一
〇
〇

％
と
な
っ
て
い
る
。

４

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
農
地
利
用

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
作
物
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス

に
は
、
有
機
性
廃
棄
物
や
森
林
資
源
な
ど
多
様
な
も
の
が
あ
る

が
、
農
地
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
振
興
は
興

味
深
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
供
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
に
栽
培

さ
れ
る
作
物
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
生
産

に
仕
向
け
ら
れ
る
ナ
タ

ネ
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
原
料
と
な
る
小
麦
や

甜
菜
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
で
メ
タ
ン
発
酵

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る

と
う
も
ろ
こ
し
、
穀
類

第３図 再生可能エネルギー分野への投資額

第３表 再生可能エネルギー
の構成割合
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な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
（
第
４
図
）。バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は

畜
産
分
野
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、
家
畜
糞
尿
の
み
で
は
バ
イ

オ
ガ
ス
の
発
生
量
が
少
な
い
た
め
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
と
混
合

発
酵
さ
せ
て
ガ
ス
量
を
高
め
る
こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
た
め
に
農
地
で
生
産
さ
れ
る

作
物
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
農
地
利
用
の
観
点

か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
農
用
地
は
国
土
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
土
地
資
源
を
利
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
よ
う
と
い
う

考
え
で
あ
る
（
第
５
図
）。で
は
、
現
在
、
こ
の
農
用
地
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
と
、
農
用
地
一
八
八
〇
万
�
の
う

ち
飼
料
生
産
に
一
〇
二
〇
万
�
（
五
四
％
）、食
料
生
産
に
四
五
〇

万
�
（
二
四
％
）
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
に
は

八
・
五
％
に
当
た
る
一
六
〇
万
�
の
農
地
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

農
用
地
の
約
八
割
が
フ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
で
の
利
用
で
あ
り
、
残
り

の
部
分
の
半
分
近
く
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
で
の
利
用
に
割
か

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
仕
向
先
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）、バ
イ
オ
ガ
ス
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
作
付
構
成
を
み
る
と
、
最
も
多
い
の
が
Ｂ
Ｄ
Ｆ
用
の
ナ

タ
ネ
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
作
付
の
五
六
％
を
占
め
て
い
る

（
第
６
図
）。ド
イ
ツ
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
ナ
タ
ネ
か
ら
搾
油
し
た
油
を

直
接
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
し
て
お
り
、
日
本
で
主
流
と
な
っ
て
い

る
廃
食
用
油
の
利
用
は
多
く
は
な
い
。
こ
の
ナ
タ
ネ
は
食
用
以
外

の
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
た

め
、食
用
油
に
仕
向
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。次
い
で
多
い
の
が
、

バ
イ
オ
ガ
ス
向
け
の
と
う
も
ろ
こ
し
、
穀
物
の
作
付
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
作
付

面
積
の
三
一
％
を
占
め

る
。
こ
れ
ら
も
上
記
ナ

タ
ネ
と
同
様
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
の
た
め
に

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

に
投
入
す
る
こ
と
を
前

提
に
生
産
さ
れ
て
お

り
、
食
用
あ
る
い
は
飼

料
用
に
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ド
イ
ツ

で
は
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
よ
り
も
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
お

り
、
エ
タ
ノ
ー
ル
用
の

穀
物
、
甜
菜
の
作
付
面

積
の
割
合
は
一
三
％
程

第４図 エネルギー作物の用途
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で
あ
る
。

今
後
、
農
用
地
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物

生
産
を
ど
の
よ
う
に

伸
ば
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
を
示

し
た
も
の
が
第
４
表

で
あ
る
。
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
作
物
の
作
付
面

積
を
三
七
〇
万
�
に

す
る
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
二
〇
〇

八
年
時
点
の
二
・
三

倍
の
面
積
で
あ
る
。

こ
の
面
積
増
加
は
、

次
の
四
つ
の
要
因
を

踏
ま
え
て
算
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
第

一
に
、
技
術
進
歩
等

に
よ
る
増
収
効
果
に

よ
り
、
食
料
、
飼
料

生
産
に
向
け
ら
れ
る

第５図 ドイツの国土利用

第６図 エネルギー作物の作付規模の現状と見込み
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農
地
が
節
約
さ
れ
、
そ
の
分
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
生
産
に
向
け
ら

れ
る
面
積
で
あ
り
、一
〇
〇
万
�
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。第
二
に
、

休
耕
地
、
未
利
用
地
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
生
産
に
向
け
る
こ
と
で

あ
り
、
八
〇
万
�
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
人
口

減
少
に
伴
う
食
料
需
要
の
減
少
か
ら
、
食
料
、
飼
料
生
産
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
作
物
生
産
へ
シ
フ
ト
さ
れ
る
面
積
で
あ
り
、
四
〇
万
�

の
増
加
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
逆
に

面
積
が
減
る
要
因
と
し
て
、
宅
地
化

や
道
路
な
交
通
用
地
へ
の
転
換
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
一
〇
万
�
の
減
少

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要

因
に
よ
る
増
減
の
結
果
、
二
〇
二
〇

年
の
三
七
〇
万
�
と
い
う
農
地
利
用

面
積
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
生
産
に
向

け
ら
れ
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
作
付

内
訳
は
、
第
６
図
に
示
さ
れ
た
通
り

で
あ
る
。
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
作

物
の
作
付
面
積
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
が
、
供
給
に
減
退
が
み
ら
れ

る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
伸
び
率
は
相
対
的
に
小

さ
く
、
バ
イ
オ
ガ
ス
、
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
に
向
け
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

作
物
の
伸
び
は
大
き
く
見
積
も
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ヤ
ナ
ギ
や
ポ
プ
ラ
の
一
種
で
あ
る
樹
木
類
の
多

年
生
植
物
の
作
付
も
新
規
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
と
し
て
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

５

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法

こ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
法

律
が
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

法
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
同
法

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
電
力
を
固
定
価

格
で
買
い
取
る
こ
と
を
電
力
供
給
事
業
者
に
義
務
づ
け
て
い
る
。

買
取
り
義
務
は
二
〇
年
間
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

発
電
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
め
ら
れ
た
。
多
少
前
史
的
な
こ

と
に
触
れ
る
と
、
買
取
り
義
務
自
体
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

法
以
前
の
一
九
九
一
年
に
施
行
さ
れ
た
電
力
供
給
法
に
よ
っ
て
導

入
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
買
取
り
価
格
は
固
定
化
価
格
で
は
な

く
、
電
力
の
小
売
価
格
に
対
す
る
比
率
で
定
め
ら
れ
お
り
、
し
か

も
電
力
市
場
の
自
由
化
に
よ
っ
て
電
力
の
小
売
価
格
は
下
が
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
電
力
供
給
法
に
替
わ
っ
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
法
の
施

行
に
よ
っ
て
長
期
的
に
高
い
買
取
り
価
格
が
設
定
さ
れ
、
ラ
ッ
シ

ュ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。
買
取
り
価
格
は
、
総
コ
ス
ト
の
回
収
可
能
性
を
考
慮

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
単
価
が
設
定
さ
れ
て
い

第４表 バイオエネルギーへの農地利用の増加見込み
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る
（
第
５
表
）。太
陽
光
が
飛
び
抜
け
て
高
く
、
次
い
で
バ
イ
オ
マ

ス
で
あ
る
が
、
太
陽
光
の
五
分
の
一
に
満
た
な
い
水
準
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
電
力
供
給
法
下
よ
り
も
三
割
以
上
の
上
昇
と
な
っ
て

お
り
、
関
連
投
資
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
め
ら
れ
た
。

こ
の
法
で
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
割
合
を
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
二
倍
に
す
る
と
い
う
目
標
が
掲

げ
ら
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
当
時
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
二
・
九
％
だ

っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
、
二
〇
一
〇
年
に
九
・
四

％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
初
の
目
標
は
達
成
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。

以
下
、
ド
イ
ツ
で
特
徴
的
な
バ
イ
オ
ガ
ス
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
を
事
例
と
し
て
、
こ
の
法
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
進
展

を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

６

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
と
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
進
展

�

投
資
誘
因
と
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
法

農
業
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
、
家
畜
糞

尿
に
食
品
残
さ
な
ど
の
有
機
性
廃
棄
物
を
混
合
し
て
嫌
気
発
酵
さ

せ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
を
回
収
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
自
体
は
、
真
新
し
い
も
の
で
は
な
く
第

二
次
大
戦
後
の
燃
料
不
足
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
直
面
し
て
一
時

的
で
は
あ
る
が
注
目
を
集
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

不
足
や
価
格
の
問
題
が
過
ぎ
れ
ば
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
普
及
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
広
く
普
及
す
る
契
機
と
な
っ
た

の
は
、一
九
九
〇
年
の
電
力
供
給
法
の
導
入
で
あ
る
。こ
れ
以
降
、

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

（
第
７
図
）。ま
た
、
同
法
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
形
態
も
変
化
し
た
。
一
九
九
〇
年
以
前
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
は
主
と
し
て
ガ
ス
を
直
接
燃
焼
さ
せ
て
熱
を
自
家
利
用
す

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
電
力
供
給
法
の
導
入
を
機
に
電
気
と
熱
を

供
給
す
る
電
熱
併
給
の
形
が
主
流
と
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

第５表 再生可能エネルギー法（２０００年）
による電力の買取価格

注：１）２００１年から運転開始年次が１年遅くなるご
とに買取価格は１％低減することになって
いる。

２）ユーロ導入時の換算レート１ユーロ＝
１．９５５８３マルクを利用。
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第７図 バイオガスプラント数の増加

さ
ら
に
普
及
を
加
速
さ
せ
た
の
が
、
上
記
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
法
（
二
〇
〇
〇
年
施
行
）
で
あ
る
。
電
力
買
取
り
価
格
が
三

割
ほ
ど
上
が
り
、
し
か
も
二
〇
年
間
固
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

投
資
を
誘
発
し
た
。

高
い
補
償
価
格
水
準
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
と
農
地
利
用
と
の
リ
ン
ク

二
〇
〇
四
年
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
は
全
面
改
定
さ
れ

た
。
改
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
で
は
、
電
力
消
費
に
占
め
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
一
二
・
五

％
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
二
〇
％
に
す
る
と
い
う
目
標
の
引
き
上

げ
が
な
さ
れ
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
電
力
の
買
取
り
価
格
に
対
し
て
は
、

出
力
ク
ラ
ス
が
細
分
化
さ
れ
小
規
模
ク
ラ
ス
の
「
一
五
〇
キ
ロ
ワ

ッ
ト
ま
で
」
の
ク
ラ
ス
が
創
設
さ
れ
、
最
も
高
い
買
取
り
単
価
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
限
に
つ
い
て
も
撤
廃
さ
れ
た
。
敢

え
て
単
純
化
す
る
な
ら
ば
、
小
規
模
と
大
規
模
へ
の
優
遇
が
な
さ

れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
６
表
）。そ
し
て
、
ガ
ス
利
用
に

つ
い
て
も
、
ガ
ス
系
統
に
供
さ
れ
た
ガ
ス
量
を
バ
イ
オ
マ
ス
の
量

に
熱
換
算
し
て
買
い
取
り
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
三
種
類
の
ボ
ー
ナ
ス
加
算

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
イ
オ
ガ
ス
利
用
に
お
い

て
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

ドイツにおける再生可能エネルギーの現状 ������������������
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ひ
と
つ
目
は
、
利
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
に
対
す
る
加
算
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
利
用
の
場
合
に
一
ｋ
Ｗ
ｈ
に
つ
き
六
ユ

ー
ロ
セ
ン
ト
を
上
乗
せ
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
を
利
用
す
る
優
位
性
が
高
め
ら
れ
た
。
そ

れ
ま
で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
ガ
ス
発
生
効
率
を
高
め
る
食
品
残
さ

等
の
有
機
性
廃
棄
物
を
求
め
て
過
当
な
獲
得
競
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
た
。
排
出
者
に
お
い
て
は
廃
棄
物
や
副
産
物
で
あ
る
残
さ

の
需
要
に
応
じ
て
主
産
物
の
生
産
量
を
調
整
す
る
こ
と
が
な
い
た

め
、残
さ
等
の
量
的
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
で
あ
れ
ば
、
計
画
的
に
安
定
的
に
供
給
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
生
産
に
お
い
て
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
発
酵
残
さ
を
液
肥
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
資
源
循
環
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
作
物
利
用
に
対
す
る
ボ
ー
ナ
ス
加
算
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産

と
土
地
利
用
の
結
合
を
高
め
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

二
つ
目
は
、
熱
利
用
を
高
め
る
た
め
の
誘
導
で
あ
り
、
電
熱
併

給
に
対
し
て
ボ
ー
ナ
ス
加
算
を
創
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。
電
熱
併

給
が
決
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
プ
ラ
ン

ト
の
電
力
の
単
価
に
対
し
て
二
セ
ン
ト
／
ｋ
Ｗ
ｈ
を
上
乗
せ
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
電
力
の
買
取
り
価
格
の
高
さ
が

誘
因
と
な
っ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
急
増
し
た
の
で
あ
る

が
、
電
力
を
売
る
こ
と
に
関
心
が
集
中
し
て
電
熱
併
給
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
熱
利
用
に
対
す
る
関
心
が
薄
か
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
の
観
点
か
ら
は
、

発
電
で
利
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
三
〇
％
台
で
あ
り
、
効
率
を

上
げ
る
工
夫
が
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
熱
利
用
を
高
め
、
文
字

通
り
の
電
熱
併
給
の
形
を
つ
く
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

第６表 改正再生可能エネルギー法（２００４年）による電力買取価格

（ユーロセント／kWh）
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を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
発
電
の
効
率
が
高
い
技
術
に
対

す
る
ボ
ー
ナ
ス
で
あ
る
。
電
熱
併
給
を
行
っ
て
お
り
、
か
つ
電
力

が
燃
料
電
池
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
、
ス
チ
ー
ム
エ
ン
ジ
ン

な
ど
指
定
さ
れ
た
発
電
の
技
術
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
場

合
に
二
セ
ン
ト
／
ｋ
Ｗ
ｈ
の
加
算
が
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
は
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
に
改
正
さ

れ
、
二
〇
一
〇
年
八
月
か
ら
の
買
取
り
価
格
の
基
本
部
分
が
若
干

引
き
下
げ
ら
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
、
電
熱
併
給
へ
の
ボ
ー
ナ
ス

加
算
を
厚
く
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
規
模
プ
ラ
ン
ト

へ
の
優
遇
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
熱
法
が
施
行
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
以
降
に
建
築
す
る
建

物
施
設
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
熱
の
一
定
割
合
以
上
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
熱
利
用
へ
の
動
き
が
さ
ら
に
加
速
し
た
。

７

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
展
開
と
関
連
法
制
度

�

休
耕
地
を
利
用
し
た
ナ
タ
ネ
生
産
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
ナ
タ
ネ
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
生
産
は
ド
イ

ツ
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
で
特
徴
的
の
も
の
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
の
低
下

と
い
う
目
標
に
加
え
、
ナ
タ
ネ
の
景
観
形
成
機
能
が
評
価
さ
れ
、

普
及
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
を
美
し
く
彩
る

ナ
タ
ネ
の
黄
色
の
絨
毯
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
美
し
い
油
田
と
な

っ
て
い
る
。

日
本
で
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
多
く
が
廃
食
用
油
を
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル

化
し
て
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
搾
油
し
た
ナ
タ

ネ
油
を
直
接
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
原
料
で
あ
る
ナ
タ
ネ
が
、
休
耕
地
で
作
付
さ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
に
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
に
Ｅ
Ｕ
で
穀
物
の
供
給
過
剰
問
題
を
回
避
す
る
た

め
に
休
耕
義
務
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
年
の
Ｅ
Ｕ
農

政
改
革
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
を
休
耕
地
に
作
付
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
飼
料
・
食
料
に
供
す
る
も
の
で
は
な
い
非
食
用
と
し
て

の
使
途
を
契
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
物
を
休
耕
地
で
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
作
物
の
推
進
の
た
め
の
支
援
措
置
と
し
て
、
四
五
ユ
ー
ロ
／
�

の
助
成
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
が
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
ナ
タ
ネ
生
産
を
促
進
す

る
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

�

Ｂ
Ｄ
Ｆ
普
及
に
関
わ
る
二
つ
の
制
度

ド
イ
ツ
で
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
供
給
の
推
移
は
第
８
図
に
示
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
急
速
に
供
給
量
が
増
加
し
た
こ
と
に

は
、
鉱
油
税
（
環
境
税
）
の
一
五
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
／
リ
ッ
ト
ル
が

ドイツにおける再生可能エネルギーの現状 ������������������
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非
課
税
で
あ
る
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

課
税
対
象
で
あ
る
軽
油
よ
り
も
低
価
格
で
販
売
さ
れ
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
へ

の
関
心
を
高
め
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇

四
年
に
一
般
軽
油
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
五
％
ま
で
混
合
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
普
及
に
拍
車
を
掛
け
た
の
で
あ
る
。

非
課
税
措
置
に
よ
っ
て
一
般
の
軽
油
に
比
べ
て
価
格
を
低
く
設

定
し
て
利
用
者
を
伸
ば
し
て
き
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
七

年
以
降
、
純
粋
な
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
Ｂ
一
〇
〇
）
に
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
九

ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

価
格
の
優
位
性
が
小
さ
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ

の
売
り
上
げ
が
減
少
す
る
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
二
〇
〇
七
年
一
月
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
混
合
が
義
務
化
さ
れ
、
一

般
軽
油
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
が
四
・
四
％
混
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

混
合
義
務
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
税
課
税
と
い
う
追
い
風
と
逆
風
が
同

時
に
吹
く
状
況
と
い
え
る
が
、
混
合
義
務
が
二
〇
一
四
年
ま
で
四

・
四
％
で
固
定
化
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
税
は
段
階

的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
（
第
７
表
）、大
幅
な
需
要
増

加
が
見
通
し
づ
ら
く
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
作
物
の
助
成
金
が
三
割
カ
ッ
ト
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
産
で
終

了
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
生
産
を
刺
激
す
る
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
五
年
ま
で
無
課

税
と
な
っ
て
い
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

第８図 バイオ燃料供給量の推移
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８

む
す
び

電
気
、
熱
、
燃
料
の
い
ず
れ
の
供
給
に
も
キ
ー
と
な
っ
て
い
る

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
拡
大
に
お
い

て
主
力
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
農
地
の
利
用
で
あ
る
。
農
産
物
過
剰
問
題
か
ら
休
耕
が

求
め
ら
れ
る
農
地
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
戦
略
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
食
料
自
給
率
が
高
い
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も「
燃

料
か
食
料
か
」
の
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
雇
用
を
創
出
し
、
農
業
経
営
の
新
た
な
収
入
源

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
地
域
内
で
の
所
得
増
加
に
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

法
整
備
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
法
に
よ
っ
て
長
期
で
固
定
的
な
高
水
準
の
買
取
価
格
が
示
さ

れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
が
急
増
し
た
。
量
的
な
普

及
・
拡
大
が
実
現
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
の
改

正
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
効
率
が

考
慮
さ
れ
た
体
系
と
な
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は
拡

大
の
フ
ェ
イ
ズ
か
ら
新
た
に
利
用
効
率
を
上
げ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物

を
軸
に
農
地
利
用
と
の
リ
ン
ク
が
明
確
化
し
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
小
規
模
な
単
位
を
優
遇
す
る
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
の

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
小
規
模
分
散
構
造
が
考
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
と
そ
れ
に

と
も
な
う
副
産
物
利
用
な
ど
を
含
め
て
、
資
源
循
環
を
基
本
に
地

域
内
で
付
加
価
値
を
形
成
し
、
地
域
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
目

的
が
政
策
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
は
、
農
業
生
産
所
得
が
縮
小
す
る
な
か
で
、
農
業
・
農
村

を
支
え
る
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第７表 バイオディーゼルへの
エネルギー税額
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１
、
背
景

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
割
合
は
、
電
力

の
一
八
％
、
輸
送
の
五
％
、
熱
生
産
の
一
四
％
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
割
合
は
年
々
安
定
的
に
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は

主
に
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
っ
て
、電
力
の
三
七
％
、輸
送
の
一
〇
％
、

熱
生
産
の
二
〇
％
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一

九
九
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
間
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
二
〇
％
削

減
す
る
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
提
言
に
適
っ
て
い
る
と
言
う
事
が
出
来
る

だ
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
全
体
で
の
目
標
は
二
〇
二
〇
年
時
点
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
二
〇
％
を
賄
う
よ
う
に
す

る
事
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
基
づ
く
部
分
の
割
合
を
、
現
在
の
二
〇
％

か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
三
〇
％
に
し
、
か
つ
二
〇
五
〇
年
ま
で

化
石
燃
料
の
利
用
を
漸
次
的
に
廃
止
す
る
こ
と
を
目
標
に
定
め
て

い
る
。

再
生
可
能
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
着
手
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
単
位

当
た
り
コ
ス
ト
が
下
が
る
ま
で
は
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で

あ
る
と
、
欧
州
委
員
会
が
結
論
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た

変
化
の
た
め
に
は
各
種
政
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
サ
ポ
ー

ト
は
、
人
々
の
行
動
の
望
ま
し
い
変
化
を
促
す
た
め
に
は
納
税
者

負
担
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
消
費
者
負
担
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
農
業
セ
ク
タ
ー
は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

バ
イ
オ
ガ
ス
を
供
給
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
輸
送
、
電
力
お
よ
び
熱

生
産
に
使
わ
れ
る
と
い
う
点
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
の
論
点
は
い
か
に
し
て
農
業
セ
ク
タ
ー
は
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
し
、
か
つ
環
境
に
親
和
し
た
解
決
策
を
打
ち
出
す
事

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
食
料
資
源
経
済
学
研
究
所

主
席
研
究
員

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン

訳
者：

猪
尾

祥
一（
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
所

・
資
源
経
済
学
専
攻
修
士
課
程
一
年

）

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状

―
特
に
バ
イ
オ
ガ
ス
に
つ
い
て
―

農村と都市をむすぶ２０１２．２
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が
出
来
る
か
と
い
う
点
、
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
農
産
物
生
産

量
を
維
持
・
拡
大
し
、
増
大
し
て
い
く
人
口
に
対
し
て
食
料
を
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
の

発
展
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
他
の
Ｅ
Ｕ
諸

国
に
お
け
る
発
展
に
目
を
向
け
る
。
そ
の
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
農
業
生
産
お
よ
び
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
将
来
の
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
考
察
を
加
え
る

の
に
先
立
っ
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
に
関
し
て
、
農
業
部
門
に
お

け
る
論
点
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

２
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
発
展

２
・
１
、
デ
ン
マ
ー
ク

デ
ン
マ
ー
ク
は
四
四
〇
〇
〇
�
の
面
積
を
抱
え
、
そ
の
う
ち
農

用
地
は
二
・
六
百
万
ha
で
あ
る
。
お
よ
そ
三
分
の
二
の
農
業
生
産

物
は
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
畜
産
の
生
産
物
は
主
に
乳
牛
と
豚
の
生

産
で
あ
り
、
家
畜
の
密
度
は
お
よ
そ
一
ha
当
た
り
一
家
畜
単
位
が

お
り
、
乳
牛
は
一
頭
一
・
三
家
畜
単
位
で
あ
る
（
一
家
畜
単
位＝

一
〇
〇
�

窒
素
量
）。

農
業
に
よ
る
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
過
去
二
〇
年
で
幾

つ
か
の
計
画
が
採
択
さ
れ
て
き
た
。
各
種
排
出
量
へ
の
影
響
を
見

て
み
る
と
、
窒
素
の
放
出
は
一
九
八
〇
年
代
の
水
準
か
ら
五
〇
％

の
削
減
、
ア
ン
モ
ニ
ア
と
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
は
一
九
九
〇
年

代
の
水
準
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
三
八
％
、
二
酸
化
炭
素
二
八
％
の
削

減
を
実
現
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
農
業
生
産
物
の
減
少

な
く
し
て
実
現
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
展

に
も
関
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
二
酸
化
炭
素

排
出
に
関
す
る
二
〇
二
〇
年
目
標
（E

u
rop
ean
2
0
2
0
requ
irem

en
ts
on
W
ater,

A
m
m
on
ia
an
d
C
O
2
-em
ission

s

）に
応
え
る

に
は
さ
ら
な
る
削
減
が
求
め
ら
れ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
大
規
模
な
共
同
利
用
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
発
展
に
お
け
る
先
進
国
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
増
加
は
、
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
に
様
々

な
事
情
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
事
態
で
あ
る
。
一
つ
の
要
因
は
、

ガ
ス
生
産
を
促
進
す
る
廃
棄
物
（
魚
油
や
屠
畜
場
か
ら
の
廃
棄
物

な
ど
）
の
利
用
が
容
易
だ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
地
域
独
自

の
熱
生
産
の
存
在
と
結
び
つ
い
て
い
た
。他
の
要
因
と
し
て
は
、革

新
的
な
農
場
経
営
者
の
存
在
と
、
成
果
を
素
早
く
広
め
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
事
は
シ
ス
テ

ム
の
改
善
に
役
立
っ
た
。
徹
底
的
な
テ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ

の
成
果
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
効
率
性
と
収
益
性
の
向

上
を
確
か
な
も
の
に
す
る
助
け
と
な
っ
た
。そ
し
て
最
後
に
、良
好

で
安
定
的
な
投
資
た
め
の
環
境
を
作
り
出
す
た
め
に
、
政
策
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
た
と
い
う
の
も
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

共
同
利
用
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
か
ら
の
利
益
は
一
九
八
〇

年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
上
昇
し
て
お
り
、
工
場
は
次
第
に
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お
互
い
か
ら
学
習
し
合
う
事
に
よ
っ
て
効
率
的
に
な
っ
て
い
っ

た
。
工
場
は
一
日
に
一
〇
〇
�
〜
四
〇
〇
�
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
投

入
さ
れ
、
投
入
一
�
毎
に
二
五
�
〜
一
〇
〇
�
の
メ
タ
ン
を
生
成

し
た
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
時
に
許
可
を

受
け
る
の
に

四
、
五
年
を
要

し
、
さ
ら
に
地

域
の
熱
電
併
給

プ
ラ
ン
ト
へ
の

バ
イ
オ
ガ
ス
販

売
や
、
他
の
農

場
経
営
者
へ
の

対
応
と
い
っ
た

手
間
も
必
要
と

し
た
た
め
、
多

く
の
場
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
有

力
で
熱
心
な
農

場
経
営
者
た
ち

に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
の
建
設
者
が

想
定
す
る
期
待
生
産
量
は
、
多
く
の
場
合
実
際
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生

産
量
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
当
初
に
お
い
て
も
明

ら
か
で
あ
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、

新
た
な
共
同
利
用
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
へ
の
投
資
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。そ
れ
に
は
い
く
つ
か
理
由
が
あ
る
。一
つ
の
要
因
は
、

図１ バイオガスプラント

表１ EU２７ヶ国におけるバイオガスの生産（２００９年）

出所： Eurobserv'er（２０１０）．Biogas barometer. http : //www.eurobserv－er.org
/pdf/baro２００b.pdf
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ガ
ス
生
産
を
促
進
す
る
廃
棄
物
の
利
用
が
難
し
く
な
っ
た
事
が
挙

げ
ら
れ
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
以
前
ま
で
廃
棄
物
を
受
け

取
る
際
に
は
代
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
今
は
代
金
を
払

っ
て
廃
棄
物
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

事
は
収
入
の
低
下
を
招
い
た
。
現
在
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
は
電
力
の
代
金
と
し
て
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
一
〇
・
四
�

を
得
て
お
り
、
そ
の
う
ち
六
�
は
補
助
金
で
あ
る
。
補
助
金
は
グ

リ
ー
ン
電
力
に
対
す
る
追
加
料
金
と
い
う
形
で
消
費
者
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
額
は
次
第
に
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
益
性
を
高
め
、
銀
行
か
ら
の
資
金
調
達
を

可
能
に
す
る
た
め
に
は
未
だ
十
分
な
水
準
で
は
な
い
。
も
う
一
つ

の
要
因
は
、
工
場
の
近
隣
住
民
は
悪
臭
や
、
増
加
す
る
輸
送
に
よ

る
騒
音
を
嫌
が
る
た
め
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
ど
こ
に
建
設

す
る
か
が
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
酸
化
炭
素
排
出

の
削
減
を
実
現
す
る
グ
リ
ー
ン
電
力
に
対
す
る
補
助
金
の
水
準

は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
利
用
し
た
も
の
に
対
す
る
補
助
金
額
が
、
他

の
手
段
に
よ
る
も
の
へ
の
額
よ
り
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン

電
力
へ
の
補
助
金
の
水
準
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
水
準
よ
り
も
低
い

と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
。

代
替
案
と
し
て
、
二
つ
の
異
な
る
方
向
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

一
つ
目
は
市
町
村
に
お
い
て
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
物
を
利
用
す
る

方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
十
分
成
功
し
た
と
は
決
し
て
言
え
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
生
産
量
は
十
分
で
は
無
か
っ
た
し
、
工
場
か
ら

出
る
匂
い
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
つ
目
の
方
法

は
、
共
同
利
用
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
個
別
処
理
型

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
普
及
で
あ
っ
た
。
農
場
の
サ
イ
ズ
の
拡

大
に
つ
れ
て
、
こ
の
発
展
は
自
然
な
進
歩
で
あ
っ
た
。
個
別
処
理

型
プ
ラ
ン
ト
の
数
は
一
九
九
四
年
の
五
基
か
ら
、
二
〇
〇
二
年
に

は
三
六
基
、そ
し
て
二
〇
一
〇
年
に
は
お
よ
そ
六
〇
基
に
な
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
は
熱
と
電
力
を
生
産
し
、
さ

ら
に
そ
の
他
に
も
幅
広
い
有
益
な
効
果
（
堆
肥
散
布
の
際
の
匂
い

の
軽
減
、
少
な
い
二
酸
化
炭
素
排
出
、
よ
り
よ
い
リ
ン
（
Ｐ
）
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
）を
も
た
ら
す
多
機
能
な
技
術
で
あ
る
。さ
ら
に
、

バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
は
畜
産
農
場
間
の
伝
染
病
拡
散
リ
ス
ク
を
下
げ

る
こ
と
も
で
き
る
。
五
五
度
以
上
か
つ
長
時
間
に
わ
た
る
熱
処
理

は
多
く
の
病
原
体
を
殺
す
事
が
で
き
る
。
現
在
の
デ
ン
マ
ー
ク
の

バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
は
四
Ｐ
Ｊ（
ペ
タ
ジ
ュ
ー
ル
）で
あ
り
、
政
府
は

そ
れ
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
一
二
Ｐ
Ｊ
ま
で
伸
ば
し
た
い
考
え
で

あ
る
。
現
在
全
ス
ラ
リ
ー
の
四
〜
五
％
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
目

標
は
二
〇
二
〇
年
に
は
五
〇
％
の
ス
ラ
リ
ー
を
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産

に
生
か
す
こ
と
で
あ
る
。現
在
の
進
捗
状
況
か
ら
見
て
、そ
れ
は
非

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
課
題
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

２
・
２
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
生
産
量
は
二
〇
〇
五
年
時
点
で
一

〇
三
Ｍ
ｔ
ｏ
ｅ
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
〇
二
〇
年
に
は
二
一
七
Ｍ
ｔ
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ｏ
ｅ
に
達
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
（toe=

ton
n
e
oil
equ
iv
alen

t=
4
2
G
J

）。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
は
二
〇
〇
九
年
時

点
で
八
、
三
四
六
ｋ
ｔ
ｏ
ｅ
で
あ
っ
た
。
総
生
産
量
の
う
ち
、
五

二
パ
ー
セ
ン
ト
は
農
業
バ
イ
オ
ガ
ス
、
三
六
％
が
ラ
ン
ド
フ
ィ
ル

ガ
ス
（
ゴ
ミ
埋
立
地
で
発
生
す
る
ガ
ス
）、残
り
が
下
水
ガ
ス
で
あ

る
。
Ｅ
Ｕ
内
で
生
産
さ
れ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
半
分
は
ド
イ
ツ
で
生

産
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
最
大
の
ラ
ン
ド
フ
ィ
ル
ガ
ス
生
産

国
で
あ
り
、
電
力
生
産
に
お
け
る
ラ
ン
ド
フ
ィ
ル
ガ
ス
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
一
〇
〇
ｋ
ｔ
ｏ
ｅ

の
七
四
％
が
農
業
バ
イ
オ
ガ
ス
に
由
来
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
ま

た
Ｅ
Ｕ
内
の
バ
イ
オ
ガ
ス
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
電
力
の
五
〇
％

を
生
産
し
て
い
る
が
、
バ
イ
オ
ガ
ス
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
熱
に

関
し
て
は
Ｅ
Ｕ
内
で
の
生
産
の
一
八
％
を
生
産
す
る
に
す
ぎ
な

い
。
二
〇
〇
九
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
バ
イ
オ
ガ
ス
を
利
用
し
て
生

産
さ
れ
た
熱
量
に
お
い
て
ド
イ
ツ
に
ほ
ぼ
並
ん
だ
。
そ
の
理
由

は
、
ド
イ
ツ
の
多
く
の
プ
ラ
ン
ト
は
電
力
だ
け
を
生
産
す
る
も
の

だ
っ
た
の
に
対
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
熱
電
併
給
の
コ
ン
セ

プ
ト
が
高
い
熱
生
産
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

ド
イ
ツ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
性
は
デ
ン
マ

ー
ク
よ
り
も
低
く
、
八
五
％
程
度
で
あ
っ
た
（
う
ち
四
〇
％
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
電
力
に
、
四
五
％
は
熱
に
使
わ
れ
た
）。

イ
ギ
リ
ス
で
は
農
業
バ
イ
オ
ガ
ス
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
進
歩

が
な
く
、
酪
農
場
か
ら
出
る
ス
ラ
リ
ー
を
用
い
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
が
最
も
効
率
性
が
高
い
と
い
う
事
が
分
析
に
よ
っ
て
示
さ

れ
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
高
い

割
合
で
の
利
用
は
経
済
的
な
リ
タ
ー
ン
の
上
昇
は
望
め
な
い
が
、

も
し
よ
り
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
手
段
と
し
て
含
ま
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

２
・
３
、
ド
イ
ツ

図２ 再生可能エネルギーの発展計画（２０３０年）

出所：エネルギー２１、デンマーク政府エネルギー行動計画

���������������� デンマークにおける再生可能エネルギーの現状

４０



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
ロ
シ
ア
や

そ
の
近
隣
の
国
々
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
は
そ
う
し
た
一
者
の
巨
大
供
給
者
へ
の
高
い
依
存
度
か
ら
脱
却

し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
グ
リ
ー
ン

電
力
へ
の
高
価
格
設
定
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
バ
イ
オ
ガ
ス
を
支
援

す
る
枠
組
み
の
導
入
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
バ

イ
オ
ガ
ス
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
三
％
（
四

一
七
Ｐ
Ｊ
）
程
度
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
は
総
生
産
量
、
お
よ
び
一
人
当
た
り
生
産
量
の
両
方
に

お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
国
で
あ
る
。
デ

ン
マ
ー
ク
と
は
対
照
的
に
、
近
年
の
ド
イ
ツ
で
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生

産
は
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ト
数

四
、
一
〇
〇
基
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
倍
に
拡
大
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
ト
は
主
に
中
規
模
な
個
別
処
理
型
プ
ラ
ン

ト
で
あ
り
、
一
基
当
た
り
二
〇
〇
か
ら
四
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
の
生
産
が

可
能
で
あ
る
。
多
く
（
一
、
四
〇
〇
基
）
は
バ
イ
エ
ル
ン
（
南
ド

イ
ツ
）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
拡
大
の
要
因
は
高
い
電
力
価

格
で
あ
っ
た
。
電
力
補
助
金
は
プ
ラ
ン
ト
の
サ
イ
ズ
・
原
料
の
種

類
に
よ
っ
て
変
わ
る
基
本
部
分
・
加
算
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
は
三
�
／
ｋ
Ｗ

ｈ
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
プ
レ
ミ
ア
ム
は
一
五
〇
ｋ
Ｗ
以
下
の
小

規
模
な
プ
ラ
ン
ト
で
の
生
産
に
与
え
ら
れ
、
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
〇
・

二
五
�
が
加
算
さ
れ
る
。
大
規
模
プ
ラ
ン
ト
（
五
〇
〇
〜
一
五
〇

〇
ｋ
Ｗ
）
に
は
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
〇
・
一
五
�
が
加
算
さ
れ
る
。
基

本
金
額
は
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
前
者
で
〇
・
一
二
�
、
後
者
で
〇
・
〇

八
�
で
あ
る
。
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
一
三
お
よ
び
七
�
と
い
う
補
助
金

の
金
額
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
六
�
と
い
う

金
額
と
比
較
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
分

析
に
よ
れ
ば
、
ト
ー
タ
ル
の
電
力
価
格
は
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
〇
・
一

五
�
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
ま
で
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
有
機
廃

棄
物
や
糞
尿
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
は

（
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
）穀
物
の
蒸
解（d

ig
estion

）

を
利
用
し
た
物
に
な
っ
た
（
糞
尿
は
利
用
す
る
物
も
し
な
い
物
も

あ
っ
た
）。ガ
ス
生
産
の
向
上
の
た
め
に
、
副
産
物
が
加
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
自
身
の
農
場
か
ら
出
る
糞
尿
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ

ス
生
産
は
経
済
的
な
観
点
か
ら
見
て
持
続
性
を
持
た
な
い
と
い
う

結
論
が
こ
こ
で
導
か
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
は
現
在

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
お
よ
そ
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
ha
の
穀
物
が
バ
イ
オ
ガ
ス
の
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
プ
ラ
ン
ト
の
い
く
つ
か
は
ガ
ス
グ
リ
ッ
ド
（
配
管
網
）

に
向
け
て
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
の
大
幅

な
拡
大
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
建
造
コ
ス
ト
の
著
し
い
上
昇

と
穀
物
価
格
の
高
騰
を
招
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
デ
ン
マ
ー
ク
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の
地
価
に
も
影
響
を
与
え
た
。
国
境
近
く
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
場

経
営
者
は
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
向
け
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
生
産
し
高
い
収
益
を
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
利
用
に
よ
る
ガ
ス
生
産
量
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
ｔ
当
た
り
お

よ
そ
メ
タ
ン
三
〇
〇
�
で
あ
り
、
耕
地
一
ha
当
た
り
で
は
一
ha
当

た
り
二
〇
ｔ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
を
反
映
し
、
六
、
〇
〇
〇
�

で
あ
る
。
ま
た
電
力
か
ら
見
た
一
ha
当
た
り
の
生
産
水
準
は
、
電

力
生
産
量
で
み
る
と
、
電
力
の
三
五
％
を
生
産
す
る
の
に
利
用
さ

れ
て
一
ha
当
た
り
二
一
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
を
生
産
し
、
価
格
で
み

る
と
、
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
一
六
�
の
価
格
設
定
を
反
映
し
て
一
ha
当

た
り
三
三
〇
〇
�
で
あ
る
。
こ
れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
予
想
さ
れ
る

水
準
の
ほ
と
ん
ど
二
倍
に
相
当
し
、
し
か
も
よ
り
少
な
い
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
消
費
と
よ
り
低
い
電
力
価
格
を
実
現
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
補
助
金
額
は
非
常
に
高
い
の
で
、
補
助
金
を

使
っ
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
る
社
会
・
消

費
者
へ
の
負
担
を
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
二
年
の
バ
イ
オ
ガ
ス
由
来
の

電
力
へ
の
補
助
金
の
額
は
下
が
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

２
・
４
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
異
な
っ
た
方
向
を
選
択
し
て
お
り
、
バ
イ
オ

ガ
ス
を
輸
送
に
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
お
け
る
電
力
は
多
く
が
水
力
発
電
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
お

り
、
安
価
だ
か
ら
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
バ
イ
オ
ガ
ス
の

多
く
は
家
庭
か
ら
の
廃
棄
物
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
作
物
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、
畜
産
密
度
が
非
常
に
低
い

こ
と
か
ら
動
物
か
ら
の
堆
肥
も
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
。
こ
の

事
は
各
国
に
お
け
る
異
な
る
事
情
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
バ
イ
オ

ガ
ス
の
利
用
に
対
し
、
い
か
に
影
響
す
る
か
と
い
う
事
を
示
し
て

い
る
。
今
日
、
バ
イ
オ
ガ
ス
は
輸
送
用
燃
料
の
〇
・
三
％
を
カ
バ

ー
し
て
い
る
が
、バ
イ
オ
燃
料
に
由
来
す
る（
バ
イ
オ
燃
料
を
五
％

混
合
し
た
ガ
ソ
リ
ン
）ｂ
ｉ
ｏ
九
五
は
二
％
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
を
輸
送
に
使
用
さ
れ
る
ガ
ス
に
変
換
す
る
の
に
必
要

な
こ
と
は
バ
イ
オ
ガ
ス
を
天
然
ガ
ス
の
配
管
網
を
通
じ
て
配
給
出

来
る
よ
う
に
す
る
の
に
必
要
な
事
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
ス
イ
ス

型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
韓
国
で
の
蔚
山
か
ら
の
都
市
廃
棄
物
を
使

う
取
組
で
も
見
る
事
が
で
き
る
。
韓
国
は
二
〇
一
三
年
か
ら
廃
棄

物
の
海
洋
廃
棄
を
禁
じ
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

３
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
今
後
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産

将
来
へ
の
解
決
策
を
見
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
り
バ
イ
オ
ガ

ス
を
広
め
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
事
は
重

要
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
の
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ

ス
技
術
は
熱
と
電
力
の
両
方
を
生
産
し
、
さ
ら
に
様
々
な
有
用
な

機
能
（
糞
尿
散
布
の
際
の
匂
い
削
減
、
二
酸
化
炭
素
削
減
、
好
ま

し
い
リ
ン
（
Ｐ
）
バ
ラ
ン
ス
）
を
持
つ
多
機
能
な
技
術
で
あ
る
。

N
ielsen

et
al.

（２００２

）
の
分
析
は
、
こ
う
し
た
副
次
的
な
機
能
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を
含
め
て
考
え
た
場
合
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
の
社
会
経
済
的
コ
ス

ト
は
そ
の
他
の
形
式
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
変
わ
ら
な
い
事
を
示
し
て

い
る
。ま
た
、二
酸
化
炭
素
削
減
の
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
見
る
と
、

バ
イ
オ
ガ
ス
へ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
効
率
的
で
あ
る
と
評
価
で

き
る
（D

u
b
g
aard

et
al.,２００９

）。こ
の
非
常
に
肯
定
的
な
評
価

の
理
由
は
、
こ
の
評
価
が
天
然
ガ
ス
の
価
格
が
将
来
的
に
物
価
上

昇
率
を
超
え
て
高
騰
す
る
事
を
想
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

（M
in
istry

of
E
n
erg
y

）
の
予
想
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
前
提
な
し
で
も
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
コ
ス
ト
は
１
ｔ
Ｃ
Ｏ

２
ｅ
当
た
り
一
三
〜
二
〇
�
と
算
定
さ
れ
、
そ
れ
で
も
ま
だ
採
算

の
取
れ
る
水
準
で
あ
る
。
し
か
し
副
次
的
な
効
果
を
考
慮
に
入
れ

な
い
場
合
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
コ
ス
ト
は
非
常
に
高
く
、
採
算
が
取

れ
な
い
と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
以
上
よ
り
、
効
果
的
な
補

助
金
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
バ
イ
オ
ガ
ス
は
社
会
経
済
的

に
効
率
的
だ
と
い
う
事
が
出
来
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
補
助
金

と
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
生
産
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
形
で
促

進
し
、
か
つ
同
時
に
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
消
費
者
に
よ
る

効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
も
も
た
ら
す
事
の
で
き
る
補
助
金
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

農
業
経
営
者
間
の
緊
密
な
協
力
と
綿
密
な
計
画
を
必
要
と
す
る

と
い
う
点
で
、
共
同
利
用
型
プ
ラ
ン
ト
へ
の
投
資
に
は
困
難
が
存

在
す
る
と
い
う
事
を
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
発
展
の
状
況
は
示

し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
個
別
処
理
型
プ
ラ
ン
ト
は
熱
と
し

て
の
利
用
度
が
低
い
。
ど
ち
ら
の
プ
ラ
ン
ト
も
、
熱
を
必
要
と
し

な
い
夏
に
も
熱
を
生
産
し
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
を
抱
え
て
い

る
。
共
同
利
用
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
も
う
一
つ
の
合
理
性

は
、
よ
り
好
ま
し
い
栄
養
素
の
配
分
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
農
場
経
営
者
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
か
ら
栄
養
素
を
受

け
取
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
肥
料
の
過
剰
投
入
を
回
避
、
天
然
肥
料

の
購
入
の
削
減
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

栄
養
素
の
過
剰
な
農
場
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
通
じ
て
他

の
農
場
に
栄
養
素
を
送
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
場
は

ガ
ス
生
産
に
使
わ
れ
た
ス
ラ
リ
ー
を
受
け
取
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ガ
ス
生
産
後
の
も
の
は
匂
い
も
少
な
く
、
栄
養
素
の
構
成
も

確
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
動
物
の
糞
尿
を
利
用
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
に
と
っ
て
、
輸
送
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
各
農
場
で
の

ス
ラ
リ
ー
の
固
液
分
離
は
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
り
、
輸
送
さ
れ
る

も
の
を
固
形
の
も
の
の
み
に
す
る
事
が
出
来
る
。
固
形
の
状
態
に

お
い
て
は
、
重
さ
は
一
五
％
に
な
る
が
、
バ
イ
オ
ガ
ス
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
八
〇
％
を
維
持
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
別
農
場
に

お
け
る
分
離
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
の
分
離
よ
り
規
模
の

経
済
の
点
で
コ
ス
ト
が
高
く
か
か
る
事
が
分
析
に
よ
っ
て
示
さ
れ

て
い
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
お
よ
そ
一
日
一
、
〇
〇
〇
ｔ

の
糞
尿
投
入
に
よ
る
運
用
が
効
率
的
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
が
畜

産
農
場
の
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
な
け

れ
ば
、
輸
送
費
の
問
題
は
重
大
な
障
害
と
な
る
。
個
別
処
理
型
プ
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ラ
ン
ト
は
小
規
模
だ
が
、
そ
の
規
模
は
一
日
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
ｔ

は
ほ
し
い
。
全
糞
尿
の
五
〇
％
を
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
通
じ

て
処
理
す
る
と
い
う
目
標
の
も
と
で
は
、
平
均
的
な
プ
ラ
ン
ト
は

一
日
一
、
〇
〇
〇
ｔ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ

て
い
る
規
模
の
投
入
に
よ
る
運
用
は
お
そ
ら
く
出
来
な
い
。
豚
お

よ
び
乳
牛
か
ら
の
ス
ラ
リ
ー
投
入
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
に
お

い
て
、
予
想
さ
れ
る
生
産
量
は
投
入
一
ｔ
当
た
り
一
二
〜
二
〇
�

程
度
で
あ
ろ
う
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

３
・
１
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
今
日
採
用
さ
れ
て
い
る
構
想

M
orso

B
ion
erg
y

は
、
主
に
ス
ラ
リ
ー
を
用
い
た
バ
イ
オ
ガ

ス
生
産
と
い
う
今
日
採
用
さ
れ
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
新
バ
イ
オ

ガ
ス
構
想
の
好
例
で
あ
る
。
そ
の
プ
ラ
ン
ト
の
目
的
は
全
体
を
通

じ
て
、
持
続
可
能
な
方
法
で
農
畜
産
業
の
環
境
を
改
善
す
る
こ
と

で
あ
る
。
企
業
の
目
的
は
利
益
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く

彼
ら
の
地
元
の
地
域
で
あ
るM
ors

が
解
決
策
を
提
示
出
来
る
と

い
う
事
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
ね
ら
い
は
環
境
と
農
場
経

営
双
方
を
利
す
る
よ
う
な
栄
養
素
の
好
ま
し
い
分
配
で
あ
る
。
プ

ラ
ン
ト
は
年
に
二
三
二
、
〇
〇
〇
ｔ
、
一
日
に
六
五
〇
ｔ
の
ス
ラ

リ
ー
を
扱
う
が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
ら
か
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
に
回
さ
れ
る
前
に
農
場
で
分
離
さ
れ
る
。
表
２
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
一
七
〇
、
〇
〇
〇
ｔ
の
ス
ラ
リ
ー
が

移
動
式
上
澄

水
排
出
技
術
を
利
用
し
て
分
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
技
術
は
一
ｔ

当
た
り
の
分
離
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
の
に
役
に
立
っ
て

い
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
は
総
量
の
一
二
％
に
当
た
る
分

離
物
が
投
入
さ
れ
る
。

分
離
後
に
お
け
る
固
形
部
分
か
ら
は
高
い
ガ
ス
収
量
を
実
現
し

て
い
る
（
表
３
参
照
）。年
に
受
け
取
る
原
料
の
総
量
は
八
一
、
〇

〇
〇
ｔ
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
か
ら
の
排
出
物
も
分
離
さ
れ
、
固
形

部
分
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ア
内
の
良
好
な
リ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
確
保

す
る
た
め
エ
リ
ア
外
に
持
っ
て
い
か
れ
る
。
こ
の
構
想
は
改
良
さ

れ
て
き
て
お
り
、
今
で
は
三
九
〇
、
〇
〇
〇
ｔ
の
ス
ラ
リ
ー
を
扱

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
想
に
よ
っ
て
、
農
場
経
営
者
は

一
ha
当
た
り
で
よ
り
多
く
の
畜
産
糞
尿
由
来
の
窒
素
を
利
用
す
る

事
が
で
き
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
天
然
由
来
の
窒
素
の
購
入
を

表２ Morso バイオガスプラントに
おける投入産出（２００９年）

出所： Morso，２００９ http : //www.biogasdk.dk/down
/semdec０７／Morsoe－Bioenergi.pdf

バイオガスプラント

での受入

５２，０００

１９，０００

１，０００

８１，０００

農場

１７０，０００

５４，０００

１１，７００

バイオガスプラ

ントへの受入

スラリー

農場段階で分離

された固形物

家畜糞尿以外の

バイオマス

合計

バイオガスプラ

ントからの産出

液状物

繊維／固形物
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減
ら
す
事
が
出
来
る
。
一
ha
当
た
り
の
窒
素
の
最
大
使
用
限
度
は

デ
ン
マ
ー
ク
の
窒
素
規
制
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

め
畜
産
が
集
中
的
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で
経
営
を
行
っ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
肥
料
を
利
用
す
る
事
は
出
来
な

い
。
法
の
要
求
す
る
液
体
で
の
窒
素
利
用
の
割
合
は
高
く
、
八
五

〜
九
五
％
で
あ
る
。
土
壌
注
入
に
よ
る
窒
素
の
利
用
は
ア
ン
モ
ニ

ア
の
排
出
を
減
ら
し
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
導
入
以
前
よ
り

も
匂
い
が
軽
減
さ
れ
る
。
固
形
部
分
に
つ
い
て
は
近
隣
の
畜
産
集

約
度
の
低
い
地
域
に
送
ら
れ
る
が
、
受
け
取
る
側
の
農
場
経
営
者

の
送
ら
れ
て
来
た
肥
料
に
対
す
る
需
要
は
高
く
な
い
事
も
多
い
。

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
一
時
間
当
た
り
一
、
四
〇
〇
kw
の
熱
と

一
、
八
〇
〇
kw
の
電
力
を
生
産
す
る
。
熱
生
産
に
関
連
す
る
問
題

は
、
そ
れ
が
地
域
の
分
配
施
設
を
必
要
と
し
、
こ
れ
が
値
段
を
規

定
し
て
し
ま
う
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
熱
に
対
す
る
支
払
額
は

デ
ン
マ
ー
ク
内
で
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
共
同
型

プ
ラ
ン
ト
は
こ
の
構
想
に
基
づ
く
方
法
で
建
設
さ
れ
て
い
る
が

（
例：

M
aab
jerg

B
ioen
erg
y
,2
0
0
5

）、想
定
通
り
の
経
済
的
リ

タ
ー
ン
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
証
は
将
来
の
評
価
を
待
つ
し
か
な

い
。

３
・
２
、
将
来
へ
の
展
望

新
し
い
プ
ラ
ン
ト
の
検
討
は
、
投
入
す
る
原
料
の
タ
イ
プ
と
関

連
し
て
い
る
。
ガ
ス
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
乾
物
の
内
容
如
何
に
伴
っ

て
上
昇
す
る
か
ら
で
あ
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
に
関
す
る
現
行
の

電
力
補
助
金
で
は
、
農
場
に
と
っ
て
経
営
的
に
成
り
立
た
な
い
こ

と
が
、
分
析
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
へ
の

投
入
原
料
の
変
更
か
、
農
場
で
発
生
す
る
鶏
糞
を
使
う
か
と
い
う

の
が
選
択
肢
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
を
上
昇

さ
せ
る
事
が
出
来
る
（
表
３
参
照
）。ま
た
、
固
形
原
料
を
使
う
事

で
、
ス
ラ
リ
ー
を
使
っ
た
場
合
の
三
〜
四
倍
の
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産

量
を
得
る
事
が
出
来
る
。
生
産
量
は
九
〇
日
間
貯
蔵
し
た
も
の
の

方
が
三
〇
日
間
貯
蔵
し
た
も
の
よ
り
多
い
と
言
え
る
が
、
貯
蔵
時

間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
利
益
が
増
加
す
る
か
は
、
投
入
物
の
内
容

に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

３
・
２
・
１
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
へ
の
変
換

表３ １トン当のバイオガス生産量

出所： Jacobsen, B.H．（２０１１）．Reducing ammonia
emission in Europe ? Costs, Regulation and
targets with focus on Denmark. Paper for the
１８th IFMA conference in Christchurch,

New Zealand.

バイオガス生産量

（�メタン／投入トン）

８－２０

１２－２５

１００－１２０

５０－８０

３００

１００－１，０００

４０－１００

乾物割合(%)

３．５－４．５

７－８

スラリー（豚）

スラリー（乳牛）

鶏糞

固形物（豚）

トウモロコシ

魚油

屠畜場からの

廃棄物
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デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
拡
大
の
た
め
に
は
、
現

行
の
天
然
ガ
ス
配
管
網
を
通
じ
て
配
給
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に

バ
イ
オ
ガ
ス
を
変
換
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
事
が
出
来

る
。
こ
れ
は
幾
つ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で
は
既
に
行
わ
れ
て
い

る
（
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
等
）。バ
イ
オ
ガ
ス
は
五
〇
〜
七
〇
％
の

メ
タ
ン
、
二
五
〜
五
〇
％
の
二
酸
化
炭
素
、
〇
〜
一
〇
％
の
窒
素

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
換
の
た
め
に
は
、
大
部
分
の
二
酸

化
炭
素
と
硫
化
水
素
を
取
り
除
き
、
変
換
後
の
物
質
が
九
八
％
の

メ
タ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
を
使
用
す
る
の
に
か
か
る
費

用
は
お
よ
そ
メ
タ
ン
一
�
当
た
り
〇
・
四
�
で
あ
る
。
ス
ラ
リ
ー

を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
生
産
の
費
用
は
お
よ
そ
メ
タ
ン
一
�
当

た
り
〇
・
五
四
�
で
あ
り
、
変
換
が
行
わ
れ
る
場
合
、
メ
タ
ン
一

�
当
た
り
〇
・
六
七
�
に
上
昇
す
る
。
も
し
現
在
グ
リ
ー
ン
電
力

・
熱
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
補
助
金
が
グ
リ
ー
ン
メ
タ
ン
生

産
に
支
払
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
費
用
は
一
�
当
た
り
〇
・
四

�
ま
で
下
げ
る
事
が
出
来
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
地

域
に
お
け
る
熱
利
用
と
、
天
然
ガ
ス
配
管
網
に
よ
る
配
給
と
い
う

条
件
の
も
と
で
も
、
バ
イ
オ
ガ
ス
企
業
は
す
ぐ
に
こ
の
選
択
肢
の

利
用
に
関
心
を
持
つ
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
変
換

に
か
か
る
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
の
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
変

換
し
た
ガ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
利
点
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス

を
メ
イ
ン
と
す
る
供
給
者
に
も
売
る
事
が
出
来
る
と
い
う
点
と
、

一
年
中
利
用
す
る
事
が
出
来
る
と
い
う
点
で
あ
る
。Dan

ish
G
as

C
en
tre

は
、
熱
生
産
者
は
バ
イ
オ
ガ
ス
と
天
然
ガ
ス
の
両
方
を
利

用
す
る
事
を
選
ぶ
と
の
分
析
結
果
を
提
示
し
て
い
る
。
夏
の
間
は

バ
イ
オ
ガ
ス
を
天
然
ガ
ス
に
変
換
し
て
使
い
、
冬
の
間
に
は
バ
イ

オ
ガ
ス
と
天
然
ガ
ス
の
両
方
を
熱
生
産
の
た
め
に
使
う
の
で
あ

る
。
そ
の
変
換
に
は
、
変
換
す
る
量
に
も
よ
る
が
メ
タ
ン
一
�
当

た
り
で
お
よ
そ
〇
・
一
三
〜
〇
・
二
�
程
度
か
か
る
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
量
が
多
い
ほ
ど
、
単
価
は
下
が
っ
て
い
く
。
オ
ラ
ン
ダ

に
つ
い
て
な
さ
れ
た
分
析
で
も
、
グ
リ
ー
ン
ガ
ス
生
産
、
も
し
く

は
バ
イ
オ
ガ
ス
の
共
同
変
換
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
利
益
の

出
る
も
の
に
す
る
が
、
一
方
、
そ
れ
は
現
行
の
電
力
価
格
（
ｋ
Ｗ

ｈ
当
た
り
〇
・
一
五
�
）
の
下
で
は
熱
電
供
給
プ
ラ
ン
ト
に
お
い

て
は
難
し
い
と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
。

３
・
２
・
２
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
お
け
る
農
業

デ
ン
マ
ー
ク
の
プ
ラ
ン
ト
の
未
来
の
形
は
、
全
国
向
け
ガ
ス
グ

リ
ッ
ド
に
適
応
す
る
形
へ
の
変
換
の
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
る

と
、
畜
産
集
約
的
な
地
域
に
お
け
る
熱
電
併
給
型
プ
ラ
ン
ト
で
あ

ろ
う
。
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、
異
な
っ
た
タ
イ
プ
の
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
目
標
は
意

欲
的
だ
が
、
そ
の
一
方
で
率
先
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
状
の

変
革
は
現
状
そ
れ
自
身
か
ら
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
例
え
ば
ピ
ー
ク
ア
ワ
ー
を
外
し
た
電
力
使
用
の
促
進

���������������� デンマークにおける再生可能エネルギーの現状
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な
ど
を
図
る
た
め
、
電
力
の
配
分
に
つ
い
て
も
評
価
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。
電
力
使
用
の
ピ
ー
ク
ア
ワ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
異

な
る
事
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
大
規
模
で
効
率
的
な
送
電
網
（
全

欧
州
、
全
ア
ジ
ア
、
全
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
）
は
電
力
使
用
の
ピ
ー

ク
を
下
げ
る
の
に
効
果
的
だ
ろ
う
。
そ
し
て
効
率
的
な
送
電
網
は

風
力
や
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う
に
変
動
が
あ
り
、
バ
イ
オ
ガ

ス
と
同
じ
く
貯
蔵
す
る
こ
と
が
難
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
も

効
果
的
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
新
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
関
わ
る
焦
点

は
、・

ガ
ス
生
産
高
の
最
大
化（
投
入
原
料
の
二
ス
テ
ッ
プ
の
再
循
環
）

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
最
小
化

・
収
入
の
向
上（
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
熱
を
必
要
な
時
に
生
産
す
る
）

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
法
の
開
発

・
経
験
の
集
積
と
プ
ラ
ン
ト
間
の
共
有
を
確
実
に
行
う
こ
と

・
投
資
に
対
し
て
十
分
な
リ
タ
ー
ン
を
与
え
る
事
で
あ
る
。

国
に
と
っ
て
の
状
況
に
は
、石
油
価
格
上
昇
や
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
の
戦
略
と
い
っ
た
国
際
的
な
ト
レ
ン
ド
も
絡
み
合
っ
て
い
る
。

４
、
結
論

グ
リ
ー
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（G

reen
S
olu
tion
s

）
を
視
野
に

入
れ
る
と
、
廃
棄
物
利
用
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
関
す
る
効
率
的

な
解
決
策
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
窒
素
の
排
出
を
削
減
す
る
と

い
う
デ
ン
マ
ー
ク
の
行
動
計
画
（T

h
e
D
an
ish

A
ction

p
la

n
s

）
は
二
酸
化
炭
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
排
出
削
減
に
効
果
的
で
あ

り
、
ま
た
有
益
な
副
次
的
効
果
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
糞
尿
を

ガ
ス
や
有
用
な
養
分
へ
と
変
え
て
い
く
に
は
時
間
が
か
か
り
、
か

つ
新
た
な
解
決
策
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
公
的
規
制
を
必
要
と
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
各
国
で
の
解
決
策
は
廃
棄
物
の
種
類
、
畜

産
集
約
度
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選
択
肢
な
ど
に
規
定
さ
れ
る
と

い
う
事
を
示
し
た
。
各
国
は
各
々
の
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
方
針

を
採
る
の
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
農
業
部
門
は
バ
イ
オ
ガ

ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
・
バ
イ
オ
燃
料
（
ア
ブ
ラ
ナ
）
と
い
っ
た

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
一
方

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
は
非
常
に
限
定
的
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
知
識
の
集
積
、
特
に
多
数
の
小
規
模
経
営
か
ら
の
集
積

が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
知
識
の
国
レ
ベ
ル
で
の
体
系
化
は
、

ベ
ス
ト
な
実
践
を
促
進
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
ま
た
バ
イ
オ

ガ
ス
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
実
際
の
コ
ス
ト
の
計
測
・

記
録
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
グ
リ
ー
ン
な
電
力
や
熱
生
産
に
対

し
て
は
、
よ
り
多
く
の
消
費
者
負
担
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
し
て
バ
イ
オ
ガ
ス
を
全
国
レ
ベ
ル
の
配
管
網
で
利

用
で
き
る
形
へ
の
転
換
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
り
広
範
な
利
用
を

も
た
ら
す
の
に
資
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
基
礎
と
な
る
の
は
、「
利
用

さ
れ
る
べ
き
資
源
と
し
て
の
廃
棄
物
」
と
い
う
理
念
で
あ
る
。
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１
、
は
じ
め
に

水
稲
直
播
栽
培
の
普
及
面
積
は
一
〇
年
前
の
約
二
倍
に
増
え
、

水
稲
作
付
け
面
積
全
体
に
占
め
る
割
合
は
一
％
を
越
え
た
。
東
北

地
域
の
普
及
面
積
は
約
四
、
八
〇
〇
�
で
あ
り
、
湛
水
直
播
が
圧

倒
的
に
多
い
が
、
青
森
県
、
宮
城
県
、
山
形
県
で
は
乾
田
直
播
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
乾
田
直
播
の
取
り
組
み
が
増
え
る
背
景
に

は
、
五
〇
�
を
越
え
る
よ
う
な
大
規
模
農
家
が
増
加
す
る
生
産
構

造
の
急
速
な
変
化
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
湛
水
直
播
の
場
合
、
移
植
に
比
べ
て
生
産
費
の
低

減
は
一
割
程
度
で
あ
り
、
単
収
が
概
ね
一
割
減
収
す
る
（
鈴
木

二
〇
〇
六
）
こ
と
か
ら
、
六
〇
�
当
た
り
生
産
費
で
み
れ
ば
、
技

術
自
体
の
コ
ス
ト
低
減
効
果
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
。
ま
た
、

一
〇
〇
万
�
の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
水
稲
の

み
を
対
象
と
し
た
技
術
開
発
で
は
な
く
、
ム
ギ
・
ダ
イ
ズ
な
ど
の

転
作
作
物
も
含
め
た
輪
作
稲
作
体
系
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
五
〇
�
を
越
え
る
よ
う
な
大
規
模
経
営
で
は
、
適
期
作
業

を
行
う
た
め
に
今
後
は
高
速
作
業
が
必
須
条
件
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
大
規

模
畑
作
で
ム
ギ
の
高
速
播
種
に
用
い
ら
れ
る
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
を

利
用
し
た
乾
田
直
播
体
系
の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
東
北
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
所
内
の
一
・
九
�
の
大
区
画
水
田
（
三
八
〇
×
五
〇

ｍ
）
で
技
術
開
発
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
岩

手
県
花
巻
市
の
大
規
模
経
営
農
家
で
、
営
農
規
模
の
体
系
化
試
験

を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
技
術
の
要
点
と
現
地
実
証
の
概

要
を
述
べ
る
。

２
、
圃
場
の
準
備

乾
田
直
播
で
苗
立
ち
を
良
く
す
る
に
は
、
播
種
前
に
土
壌
を
十

分
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
年
秋
に
プ

ラ
ウ
耕
を
実
施
し
（
図
１
）、春
の
融
雪
と
と
も
に
土
壌
を
乾
燥
さ

せ
播
種
床
を
つ
く
る
た
め
の
準
備
を
す
る
。
寒
冷
地
で
プ
ラ
ウ
耕

を
行
な
う
と
、
冬
の
間
に
土
壌
が
凍
結
と
融
解
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、「
自
然
の
力
で
砕
土
」
が
行
な
わ
れ
る
。

グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
を
用
い
た
寒
冷
地
向
け
乾
田
直
播
技
術

農
研
機
構

東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

大
谷

隆
二
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春
の
融
雪
後
、

圃
場
が
乾
燥
し
た

ら
、
デ
ィ
ス
ク
ハ

ロ
ー
あ
る
い
は
縦

軸
駆
動
ハ
ロ
ー
で

整
地
を
行
な
う
。

田
面
の
高
低
差
が

一
〇
�
以
上
あ
る

場
合
は
、
レ
ー
ザ

ー
レ
ベ
ラ
ー
で
均

平
作
業
を
行
う
。

代
か
き
に
頼
ら

な
い
で
畦
畔
か
ら

の
漏
水
を
防
ぐ
た

め
に
は
畔
塗
り
作
業
は
必
須
で
あ
り
、
こ
れ
に
、
畦
畔
際
の
ト
ラ

ク
タ
車
輪
に
よ
る
踏
圧
作
業
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
畦
畔
漏

水
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
（
図
２
）。

３
、
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
を
用
い
た
播
種
体
系

①
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
の
特
徴

グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
は
、
東
北
地
域
で
も
ム
ギ
の
大
規
模
生
産
で

一
定
の
普
及
が
あ
り
、
ム
ギ
類
、
ソ
バ
、
ナ
タ
ネ
、
小
粒
ダ
イ
ズ

な
ど
に
利
用
で
き
る
（
図
３
）。条
間
は
一
二
・
五
〜
一
九
�
程
度

で
、
条
間
を
広
く

し
た
い
場
合
に

は
、
種
子
ホ
ッ
パ

の
シ
ャ
ッ
タ
を
一

条
お
き
に
閉
め
る

な
ど
で
対
応
で

き
、
同
時
施
肥
が

可
能
な
機
種
が
多

い
。グ

レ
ー
ン
ド
リ

ル
の
特
徴
は
、
第

一
に
速
度
一
〇
�

／
時
程
度
の
高
速

で
播
種
で
き
る
こ

と
、
第
二
に
種
子
・
肥
料
の
繰
出
し
精
度
が
き
わ
め
て
高
く
、
繰

出
し
量
の
調
整
も
容
易
な
こ
と
、
第
三
に
耐
久
性
が
高
い
こ
と
で

あ
る
。

作
業
幅
二
・
五
ｍ
ク
ラ
ス
の
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
は
六
〇
Ｐ
Ｓ
ク

ラ
ス
の
ト
ラ
ク
タ
で
作
業
可
能
で
あ
る
。
種
子
ホ
ッ
パ
に
は
一
〇

〇
�
程
度
の
種
子
を
搭
載
で
き
、
播
種
量
五
�
／
一
〇
ａ
の
設
定

な
ら
、
無
補
給
で
二
�
を
播
種
で
き
る
。

②
播
種
床
を
硬
く
つ
く
る

グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
を
寒
冷
地
の
乾
田
直
播
に
用
い
る
た
め
の
第

図２ トラクタ車輪による畦畔際の踏圧

図１ 秋のプラウ耕
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一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
播
種
床
を
硬
く
作
る
こ
と
で
あ
る
。
寒
冷
地

の
乾
田
直
播
で
は
、
斉
一
な
出
芽
・
苗
立
ち
を
確
保
す
る
た
め
に

は
一
五
�
程
度
の
深
さ
に
播
種
す
る
必
要
が
あ
る
。

グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
に
は
播
種
デ
ィ
ス
ク
オ
ー
プ
ナ
の
作
溝
深
さ

を
バ
ネ
の
強
度
で
調
整
す
る
機
構
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
も
と
も

と
ム
ギ
用
で
あ
る
た
め
、
こ
の
調
整
だ
け
で
は
一
五
�
程
度
の
浅

い
深
さ
に
播
種
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
目
標
深
さ
一
五
�
程
度

に
播
種
す
る
た
め
に
は
、
人
が
片
足
の
か
か
と
に
全
体
重
を
か
け

て
踏
み
込
ん
だ
と
き
の
沈
下
量
（
足
跡
深
さ
）
で
四
〇
�
程
度
に

播
種
床
を
硬
く
仕

上
げ
る
必
要
が
あ

る
（
図
４
）。

播
種
床
造
成
に

縦
軸
回
転
ハ
ロ
ー

を
用
い
る
場
合

は
、
ハ
ロ
ー
本
体

に
対
し
鎮
圧
輪
を

極
力
下
げ
て
鎮
圧

強
度
を
強
く
調
整

し
浅
耕
す
る
こ
と

で
、
足
跡
深
さ
四

〇
�
程
度
の
硬
い

播
種
床
を
造
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ

ー
タ
リ
耕
な
ど
で
軟
ら

か
い
場
合
は
カ
ル
チ
パ

ッ
カ
で
鎮
圧
す
る
方
法

も
あ
る
。
図
５
の
よ
う

な
ハ
ロ
ー
パ
ッ
カ
を
用

い
る
と
、
足
跡
深
さ
四

〇
�
程
度
の
硬
い
播
種

床
を
高
能
率
に
造
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
ハ
ロ
ー
パ
ッ
カ
は
、

へ
ら
状
の
タ
イ
ン
と
突

起
を
も
つ
鎮
圧
リ
ン
グ

か
ら
構
成
さ
れ
、
へ
ら

状
の
タ
イ
ン
で
土
壌
表

面
を
平
ら
に
し
、
そ
の

後
、
鎮
圧
リ
ン
グ
で
砕

土
・
鎮
圧
す
る
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

③
播
種
後
の
鎮
圧

第
二
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
播
種
後
の
鎮
圧
で

あ
る
。
播
種
後
の
カ
ル

図４ 播種前の矩形板沈下量（�）図５ ハローバッカによる播種床造成

図３ グレーンドリルによる播種
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チ
パ
ッ
カ
に
よ
る
鎮

圧
は
（
図
６
）、土
壌

水
分
に
も
よ
る
が
一

〇
％
程
度
の
砕
土
率

向
上
効
果
が
あ
り
、

種
子
と
土
壌
の
密
着

性
を
高
め
、
苗
立
ち

の
安
定
化
に
寄
与
す

る
。
鎮
圧
作
業
に

は
、
カ
ル
チ
パ
ッ
カ

の
ほ
か
、
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
ロ
ー
ラ
、
平
滑

ロ
ー
ラ
な
ど
が
利
用

で
き
る
。

④
作
業
能
率

播
種
床
造
成
か
ら
播
種
・
鎮
圧
ま
で
の
作
業
能
率
は
、
ハ
ロ
ー

パ
ッ
カ
（
四
・
五
ｍ
幅
）
に
よ
る
播
種
床
造
成
（
縦
横
二
回
か
け
）

が
〇
・
八
ｈ
／
�
、
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
（
二
・
五
ｍ
幅
）
に
よ
る

播
種
が
一
ｈ
／
�
、
カ
ル
チ
パ
ッ
カ
に
よ
る
播
種
後
の
鎮
圧
が
〇

・
六
ｈ
／
�
、
ト
ー
タ
ル
で
二
・
四
ｈ
／
�
程
度
で
あ
る
。

４
、
管
理
作
業

播
種
作
業
は
、
東
北
地
域
で
比
較
的
天
候
が
安
定
し
て
い
る
四

月
中
旬
を
目
標
と
し
、
五
月
上
旬
ま

で
に
終
了
す
る
よ
う
に
計
画
す
る
。

こ
の
期
間
の
播
種
で
あ
れ
ば
、
出
芽

は
五
月
二
〇
前
後
で
あ
り
、
水
入
れ

は
五
月
下
旬
と
な
る
。
苗
は
一
週
間

以
上
水
没
し
て
い
る
と
枯
死
す
る
の

で
、
最
初
の
水
入
れ
は
浅
水
管
理
と

し
、
苗
の
伸
張
と
と
も
に
徐
々
に
深

く
し
て
い
く
。

除
草
体
系
は
図
７
に
示
す
よ
う

に
、
ノ
ビ
エ
五
葉
期
ま
で
効
果
の
あ

る
茎
葉
処
理
剤
と
、
水
入
れ
後
の
一

発
処
理
剤
を
組
み
合
わ
せ
た
二
回
体

系
を
基
本
と
す
る
。
雑
草
の
発
生
量

が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
圃
場
で
は
、
播
種
直
後
の
土
壌
処
理
剤
な

ど
、
雑
草
の
発
生
量
を
あ
る
程
度
予
測
し
て
圃
場
ご
と
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

肥
培
管
理
で
は
、
代
か
き
を
し
な
い
た
め
基
肥
に
施
用
し
た
肥

料
は
脱
窒
・
流
亡
し
や
す
く
、
従
来
の
施
肥
体
系
で
は
窒
素
吸
収

量
が
不
足
す
る
。
そ
の
た
め
、
肥
効
調
節
型
肥
料
の
利
用
が
基
本

と
な
る
。
さ
ら
に
、
代
か
き
栽
培
法
に
比
べ
地
力
窒
素
の
発
現
が

遅
れ
る
の
で
、
寒
冷
地
で
は
初
期
生
育
確
保
の
た
め
、
苗
立
ち
数

に
応
じ
た
初
期
の
肥
培
管
理
が
重
要
と
な
る
。

図７ 茎葉処理剤と一発処理剤による除草体系

図６ カルチバッカによる播種後の鎮圧
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５
、
大
規
模
農
家
で
の
実
証
試
験

①
実
証
農
家
の
経
営
概
要

実
証
農
家
の
二
〇
一
一
年
現
在
の
経
営
は
、
水
稲
一
五
・
〇

�
、
コ
ム
ギ
二
八
・
三
�
、
ダ
イ
ズ
一
三
・
七
�
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

二
・
八
�
、
ハ
ト
ム
ギ
一
・
五
�
、
ニ
ン
ジ
ン
〇
・
六
�
合
計
六

一
・
九
�
で
あ
り
、
実
際
に
直
播
栽
培
の
導
入
が
必
要
な
経
営
で

あ
る
。

こ
の
経
営
で
は
、
コ
ム
ギ
播
種
用
に
二
〇
年
前
か
ら
グ
レ
ー
ン

ド
リ
ル（
作
業
幅
二
・
五
ｍ
、
条
間
一
九
�
）を
使
用
し
て
お
り
、

麦
踏
み
用
に
カ
ル
チ
パ
ッ
カ（
二
・
五
ｍ
幅
）も
所
有
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ム
ギ
・
ダ
イ
ズ
で
は
プ
ラ
ウ
に
よ
る
深
耕
や
積
極
的
な

堆
肥
施
用
を
行
っ
て
お
り
、
本
乾
田
直
播
体
系
の
導
入
に
際
し
新

た
に
生
じ
た
機
械
コ
ス
ト
は
ハ
ロ
ー
パ
ッ
カ
と
レ
ー
ザ
ー
均
平
機

の
み
で
あ
る
。

②
実
証
概
要

初
年
目
の
二
〇
〇
七
年
は
六
〇
ａ
区
画
二
筆
の
一
・
二
�
で
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
が
乾
田
直
播
に
使
え
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。
二
年
目
以
降
、
面
積
を
徐
々
に
増
や
し
、
二
〇

一
一
年
は
九
・
四
�
、
一
七
筆
で
水
稲
作
付
面
積
の
約
六
割
ま
で

拡
大
し
た
。

様
々
な
立
地
条
件
の
圃
場
が
あ
り
、
耕
起
法
、
播
種
床
造
成
方

法
、
苗
立
ち
ま
で
の
圃
場
管
理
、
漏
水
カ
所
の
特
定
、
除
草
体
系
、

肥
培
管
理
な
ど
、
実
証
担
当
農

家
と
共
同
で
問
題
解
決
に
当
た

っ
た
。

③
苗
立
ち
お
よ
び
収
量

播
種
量
は
、
当
初
七
�
／
一

〇
ａ
で
開
始
し
、
苗
立
ち
確
保

の
見
通
し
が
た
っ
た
三
年
目
以

降
は
五
�
／
一
〇
ａ
と
し
た
。

グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
の
条
間
は
ム

ギ
の
設
定
の
ま
ま
の
一
九
�
で

あ
る
。

苗
立
ち
ま
で
の
水
管
理
は
、

圃
場
に
キ
レ
ツ
が
入
る
ほ
ど
過

乾
燥
に
な
っ
た
場
合
や
、
激
し

い
降
雨
の
後
に
乾
燥
し
て
土
壌

ク
ラ
ス
ト
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
間
断
的
に
水
入
れ
（
フ
ラ

ッ
シ
ン
グ
）
し
た
。
出
芽
直
後

か
ら
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
に
よ
る
食
害
で
苗
立
ち
が
低
下
し
た
場

合
も
あ
っ
た
が
、
五
年
間
の
全
圃
場
に
お
け
る
苗
立
ち
率
の
平
均

値
は
七
三
％
で
あ
っ
た
。

直
播
適
性
品
種
「
萌
え
み
の
り
」
で
単
収
一
〇
俵
を
目
標
に
肥

培
管
理
し
た
が
、
圃
場
合
筆
に
よ
る
大
区
画
化
に
よ
る
切
土
側
・

表１
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盛
土
側
で
の
生
育
ム
ラ
が
生
じ
、
高
収
量
を
得
る
に
は
生
育
ム
ラ

の
是
正
が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
条
件
で
、
比
較
的
生
育

ム
ラ
が
小
さ
か
っ
た
圃
場
で
は
、
四
年
連
続
全
刈
り
収
量
が
六
〇

〇
�
／
一
〇
ａ
を
越
え
た
（
表
１
）。

こ
の
圃
場
の
二
〇
一
一
年
の
作
業
体
系
、
投
入
資
材
、
収
量
デ

ー
タ
を
用
い
て
生
産
ス
ト
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
六
〇
�
当
た
り

生
産
コ
ス
ト
は
六
四
七
七
円
と
な
っ
た
。こ
れ
は
二
〇
一
〇
年「
東

北
平
均
」
の
五
四
％
に
相
当
す
る
。
コ
ス
ト
低
減
効
果
が
大
き
い

の
は
労
働
時
間
で
あ
り
、
乾
田
直
播
の
一
〇
ａ
当
た
り
労
働
時
間

は
六
時
間
程
度
で
、
こ
れ
は
同
経
営
の
移
植
栽
培
の
四
五
％
で
あ

る
。

６
、
お
わ
り
に

本
乾
田
直
播
技
術
は
、
青
森
、
宮
城
、
山
形
、
さ
ら
に
北
海
道

で
も
普
及
し
始
め
、
二
〇
一
一
年
現
在
の
普
及
面
積
は
一
五
〇
�

程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
導
入
農
家
は
、
本
文
中
で
紹
介
し
た
よ
う

な
ム
ギ
な
ど
の
畑
作
物
を
経
営
に
取
り
入
れ
て
い
る
大
規
模
な
プ

ロ
農
家
で
あ
る
。

宮
城
県
石
巻
市
で
も
本
体
系
を
導
入
し
て
い
る
プ
ロ
農
家
が
い

く
つ
か
あ
り
、
地
元
の
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
の
依
頼
で
数
年
前

か
ら
関
わ
っ
て
い
る
。
沿
岸
部
は
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

が
出
た
地
域
で
あ
る
が
、
浸
水
被
害
の
な
か
っ
た
内
陸
部
は
乾
田

直
播
の
栽
培
面
積
が
二
〇
一
一
年
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
農
家
と
連
携

し
て
技
術
の
一
層
の
ブ
ラ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
東
北
地
域

の
水
稲
直
播
栽
培
の
生
育
・
収
量
の
安
定
化
に
向
け
て
支
援
し
て

い
き
た
い
。

参
考
文
献

鈴
木
富
男
・
二
〇
〇
六
年
・
水
稲
直
播
栽
培
の
普
及
状
況
と
今
後
の
推

進
方
向
・
農
業
技
術
・
六
一
（
１１
）
・
四
八
一
〜
四
八
七
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編
集
後
記

大
震
災
が
引
き
金
と
な
っ
て
起
き
た
原
発
事
故
は
、
そ
の
規
模

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
自
然
界
に
累
々
と
お
よ
ぶ
被
害
の
甚
大
さ
が

人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。
衝
撃
の
大
き
さ
故
、
脱
原

発
へ
の
市
民
運
動
は
最
盛
の
勢
い
を
み
せ
て
い
る
が
、
一
方
で
安

全
神
話
を
喧
伝
し
て
き
た
マ
ス
コ
ミ
は
「
原
発
は
日
本
の
生
命

線
」、「
国
民
総
生
産
の
激
減
・
五
〇
万
人
失
職
」
と
、
依
然
と
し

て
推
進
ト
ー
ン
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
自
然
の
猛
威
を
力
で
ね
じ

伏
せ
よ
う
と
し
て
招
い
た
今
回
の
事
故
だ
が
、
今
後
の
国
の
あ
り

方
や
、
私
た
ち
の
生
き
方
の
転
換
を
迫
る
も
の
と
な
る
の
か
注
目

し
て
い
き
た
い
。

原
子
力
発
電
が
推
進
さ
れ
て
き
た
大
き
な
背
景
に
、「
ク
リ
ー
ン

性
」
と
「
経
済
性
」
が
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
そ
の
寄

っ
て
立
つ
論
拠
と
な
る
電
源
毎
の
費
用
計
算
で
の
水
増
し
や
不
積

算
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
経
済
面
で
は
原
子
力

の
建
設
費
や
耐
用
年
数
の
恣
意
的
な
加
減
、
原
子
力
交
付
金
や
使

用
済
み
核
燃
料
の
処
理
費
用
等
を
試
算
に
含
め
て
い
な
い
な
ど

だ
。加
え
て
、い
わ
く
太
陽
光
は
コ
ス
ト
が
高
い
、火
力
は
Ｃ
Ｏ
２

を
大
量
に
排
出
す
、
地
熱
発
電
は
地
中
の
ヒ
素
を
大
気
中
に
放
出

す
、
水
力
は
こ
れ
以
上
無
理
・
・
等
々
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡

大
へ
の
人
々
の
気
運
を
冷
や
し
続
け
て
き
た
。
わ
が
国
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
諸
外
国
に
比
べ
て
格
段
に
立
ち
後
れ
て

き
た
の
も
、
そ
う
し
た
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
恣
意
的
な
世
論
誘
導
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
も
、
原
発
事
故
を
契
機
に
、
原
発
や
電
力
会
社
に
頼
り

っ
ぱ
な
し
の
現
代
の
生
活
様
式
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
各
地

で
ほ
う
は
い
と
湧
き
上
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

〇
二
年
に
政
府
が
「
バ
イ
オ
マ
ス
日
本
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決

定
し
て
以
降
、
生
物
由
来
の
有
機
物
「
バ
イ
オ
マ
ス
」
の
利
活
用

が
全
国
で
試
み
ら
れ
て
い
る
。
自
治
体
や
地
域
で
廃
食
用
油
、
家

畜
の
排
泄
物
、
廃
材
や
稲
わ
ら
・
籾
殻
を
活
か
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
を
製
造
、
市
営
バ
ス
・
ゴ
ミ
収
集
車
の
燃
料
に
活
用

し
た
り
、
地
域
を
流
れ
る
農
業
用
水
路
で
小
水
力
発
電
し
組
合
員

の
賦
課
金
を
安
く
あ
げ
て
い
る
土
地
改
良
区
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
の
動
き
は
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
農

地
を
含
め
農
村
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
で
あ
り
、
本
号

の
淡
路
氏
が
論
じ
る
よ
う
に
、
農
業
生
産
所
得
が
減
少
す
る
中
で

は
、
農
業
・
農
村
を
支
え
る
事
業
と
も
な
ろ
う
。

日
本
の
電
力
は
、
原
発
を
除
く
と
自
給
率
は
僅
か
四
％
と
い
わ

れ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
、
長
い
間
「
コ

ス
ト
が
高
い
」、「
供
給
も
不
安
定
」
な
ど
の
�
神
話
�
が
作
ら
れ

て
き
た
。
固
定
価
格
買
取
制
度
が
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
初
期

コ
ス
ト
の
高
さ
が
一
定
克
服
出
来
る
と
思
わ
れ
る
こ
の
機
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
・
消
費
の
計
画
づ
く
り
が
全
国
で
野
火

の
如
く
広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
太
田
）
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